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（
１
）
（
２
）

徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
世
紀
の
中
国
と
日
本
に
お
い
て
、
古
医
学
を
唱
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
医
学
者
た
ち
で
あ
る
。

両
者
は
国
土
こ
そ
違
え
、
歴
史
上
同
時
期
に
非
常
に
近
似
し
た
医
学
思
想
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
同
様
の
研
究
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

初
め
に

徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞

Ｉ
そ
の
学
術
思
想
に
お
け
る
異
同
点
お
よ
び
そ
の
原
因
の
研
究

〔
要
旨
〕
本
文
は
、
十
八
世
紀
中
日
両
国
に
お
け
る
著
名
な
医
学
者
、
徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
の
主
な
著
作
を
比
較
研
究
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
学
術
思
想
の
共
通
点
と
相
違
点
を
分
析
し
、
そ
の
思
想
が
形
成
さ
れ
た
原
因
を
考
察
し
た

も
の
で
あ
る
。
両
者
は
古
医
学
を
唱
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
証
的
精
神
と
実
践
的
思
想
を
主
張
し
、
臨
床
に
お
け

る
方
薬
応
用
の
研
究
を
訴
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
は
、
十
八
世
紀
の
東
方
に
お
い
て
出
現
し

た
、
科
学
的
精
神
の
閃
光
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
両
者
の
医
学
思
想
に
お
け
る
差
異
は
、
中
日
両
国
の
伝
統

文
化
の
違
い
や
、
各
人
の
人
材
観
と
人
格
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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よ
っ
て
、
そ
の
研
究
成
果
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
世
界
医
学
史
上
に
お
い
て
も
、
非
常
に
興
味
深
い
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て
両
者
の
学
術
思
想
に
含
ま
れ
る
科
学
的
論
理
法
は
、
私
た
ち
が
今
日
両
国
の
伝
統
医
学
を
継
承
発
展
す
る

た
め
の
有
益
な
示
唆
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
両
者
の
認
識
上
の
差
違
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
中
医
学
と
日
本
漢
方
医
学
の
特
徴
を

認
識
す
る
一
助
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
両
医
学
者
の
主
な
著
作
を
研
究
題
材
と
し
て
、
両
者
の
学
術
思
想
の
共
通
点
と
相

違
点
を
比
較
分
析
し
、
そ
の
由
来
を
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
七
五
九
年
（
清
代
乾
隆
二
十
四
年
）
、
徐
霊
胎
が
「
三
十
年
に
わ
た
っ
て
研
鎖
」
し
た
力
作
、
「
傷
寒
論
類
方
」
は
、
つ
い
に
脱
稿
し
た
。

そ
の
序
文
で
か
れ
は
語
っ
て
い
る
。
「
こ
の
著
書
を
編
纂
し
た
後
、
さ
ら
に
推
敲
す
る
こ
と
七
年
、
原
稿
に
手
を
加
え
る
こ
と
五
度
。
も
は
や

思
い
残
す
こ
と
は
な
い
」
。
徐
氏
の
こ
の
著
書
は
、
六
経
論
に
よ
っ
て
「
傷
寒
論
」
を
研
究
す
る
と
い
う
従
来
の
伝
統
的
な
手
法
を
改
め
、
「
不

（
３
）

類
経
而
類
方
」
（
経
に
よ
ら
ず
し
て
方
に
よ
る
）
と
し
て
、
方
証
相
対
と
い
う
角
度
か
ら
「
傷
寒
論
」
の
弁
証
論
治
法
則
を
明
ら
か
に
し
た
書
で

あ
り
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
時
を
隔
て
る
こ
と
わ
ず
か
三
年
の
一
七

六
二
年
、
日
本
の
古
方
派
の
大
家
で
あ
る
吉
益
東
洞
も
ま
た
、
こ
の
流
派
の
経
典
と
も
い
う
べ
き
著
作
、
『
類
聚
方
』
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
で

（
４
）

あ
る
。
こ
の
著
書
は
、
張
仲
景
の
処
方
と
証
を
「
列
而
類
之
、
附
以
己
所
見
」
（
分
類
し
て
、
私
見
を
付
け
加
え
た
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究

内
容
と
編
集
方
式
は
、
「
傷
寒
論
類
方
」
と
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。

な
ぜ
方
証
相
対
と
い
う
観
点
か
ら
『
傷
寒
論
」
を
研
究
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
両
者
は
と
も
に
以
下
の
点
を
主
張
し
て
い
る
。

（
１
）
方
剤
と
は
、
医
師
が
疾
病
を
治
療
す
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
手
段
で
あ
り
、
方
証
を
弁
別
す
る
こ
と
は
、
臨
床
上
な
く
て
は

な
ら
な
い
技
術
で
あ
る
。
徐
霊
胎
は
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
張
仲
景
の
『
傷
寒
論
」
は
、
「
随
証
立
方
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
本
来
は
一
定
の

順
序
な
ど
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
事
実
、
随
証
立
方
は
害
を
著
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
張
仲
景
が
臨
床
に
当
た
る
と
き
に
は
、
「
観
其
脈
証
、

一
、
方
証
研
究
に
つ
い
て
ｌ
『
傷
寒
論
類
方
』
と
『
類
聚
方
」
と
の
比
較
か
ら
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（
５
）

知
犯
何
逆
、
随
証
治
之
」
（
そ
の
脈
証
を
見
、
何
の
逆
か
を
知
り
、
証
に
し
た
が
っ
て
治
療
）
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
傷
寒
論
』
に
は
、
「
桂

枝
証
」
、
「
柴
胡
証
」
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
徐
霊
胎
は
述
べ
て
い
る
。
方
に
よ
っ
て
証
を
分
類
し
て
い
る
「
傷

寒
論
類
方
」
を
読
め
ば
、
「
使
読
者
子
病
情
薬
性
、
一
目
瞭
然
、
不
論
従
何
経
来
、
従
何
経
去
、
而
見
証
施
治
、
与
仲
景
之
意
無
不
吻
合
」
（
病

情
と
薬
性
が
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
何
経
か
ら
来
て
何
経
に
行
こ
う
と
、
目
に
見
え
る
症
状
に
よ
っ
て
治
療
を
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
こ
そ
が
仲
景
の
意
に
か

（
６
）

な
う
こ
と
で
あ
る
）
・
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「
目
に
見
え
る
症
状
に
よ
っ
て
治
療
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
方
証
に
よ
っ
て
治
療
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
仲
景
の
意
」
と
は
、
『
傷
寒
論
」
あ
る
い
は
中
医
学
の
基
本
精
神
で
あ
り
、
こ
れ
を
吉
益
東
洞
は
、
「
医
之
学
也
、
方

（
７
）

焉
耳
」
（
医
学
の
道
は
、
方
の
み
）
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
に
私
淑
し
た
尾
台
椿
堂
は
『
類
聚
方
広
義
』
で
、
「
医
之
急
務
、
在
方

（
８
）

証
相
対
如
何
耳
」
（
医
学
の
急
務
は
、
方
証
相
対
に
あ
る
の
み
）
と
付
け
加
え
て
い
る
。

（
２
）
方
証
と
は
、
疾
病
を
構
成
す
る
基
本
単
位
で
あ
る
。
徐
霊
胎
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
蓋
方
之
治
病
有
定
、
而
病
之
変
遷
無
定
、
知

其
一
定
之
治
、
随
其
病
之
千
変
万
化
、
而
応
用
不
爽
」
（
方
が
疾
病
を
治
療
す
る
の
に
は
、
一
定
の
法
則
が
あ
る
が
、
疾
病
の
変
化
は
定
ま
り
が
な
い
。

（
９
）

し
た
が
っ
て
そ
の
一
定
の
治
療
に
よ
っ
て
千
変
万
化
す
る
疾
病
を
治
療
し
て
い
て
は
、
過
失
が
な
い
）
と
い
う
。
こ
の
「
方
が
疾
病
を
治
療
す
る
に

は
一
定
の
法
則
が
あ
る
」
と
い
う
文
章
の
中
の
「
方
」
と
は
、
お
も
に
『
傷
寒
論
」
方
を
指
し
て
い
る
。
一
方
「
治
療
に
一
定
の
法
則
が
あ

る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。
一
つ
は
、
『
傷
寒
論
』
方
の
応
用
に
は
明
確
な
規
定
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
、
『
傷
寒
論
』
の
方
証
と
は
、
生
体
の
反
応
を
具
体
的
に
類
型
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
疾
病
の
種
類

に
は
限
り
が
な
い
が
、
生
体
の
反
応
は
比
較
的
固
定
し
て
い
る
の
で
、
特
異
な
病
名
に
よ
っ
て
診
断
す
る
と
い
う
方
法
と
比
べ
れ
ば
、
方
証

を
鑑
別
す
る
と
い
う
方
法
は
、
不
変
で
あ
り
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
対
応
す
る
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
を
吉
益
東
洞
に
語
ら
せ
れ

ば
こ
う
な
る
。
「
夫
医
之
処
方
也
、
随
証
以
移
。
惟
其
子
同
也
、
万
病
一
方
。
惟
其
子
変
也
、
一
毒
万
方
」
（
医
者
の
処
方
は
、
証
に
よ
っ
て
変
わ

（
皿
）

る
。
証
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
方
で
万
病
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
証
が
変
わ
れ
ば
、
同
じ
毒
で
も
方
は
様
々
に
変
化
す
る
）
。
か
れ
は
こ

れ
を
「
万
病
一
方
」
、
．
毒
万
方
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
異
病
同
治
、
同
病
異
治
と
同
義
語
で
あ
り
、
「
方
証
相
対
」
を
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（
３
）
方
証
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
中
医
学
を
基
準
化
す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
り
、
医
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。
長
い
間
、

医
学
の
不
統
一
状
態
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
傷
寒
論
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
後
人
各
生
議
論
、
毎
成
一
言
、
必
前
後
更
易
数
条
、

互
相
皆
議
、
各
是
其
説
、
愈
更
愈
乱
、
終
無
定
論
」
（
後
世
の
人
々
が
議
論
を
尽
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
前
後
の
数
条
を
変
え
た
だ
け
の
著
書
を
出
し
、

（
皿
）

自
説
を
固
持
し
て
互
い
に
非
難
し
あ
う
の
で
、
ま
す
ま
す
混
乱
は
深
ま
り
、
つ
い
に
定
説
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
）
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
で
は
「
傷
寒

論
」
研
究
は
、
何
を
基
準
と
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
ま
た
外
感
病
は
、
何
を
基
準
と
し
て
診
療
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
徐
霊
胎

は
こ
れ
を
長
い
間
研
究
し
た
結
果
、
最
後
に
方
証
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
証
に
随
っ
て
方
を
立
て
る
と
い
う
や
り
方
は
、

よ
り
具
体
的
だ
か
ら
で
あ
り
、
処
方
の
組
成
、
方
剤
の
分
量
、
加
減
法
に
つ
い
て
も
、
基
準
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に

張
仲
景
の
方
剤
は
、
こ
れ
ら
組
成
や
分
量
に
つ
い
て
の
規
定
が
厳
格
で
あ
り
、
「
そ
れ
ぞ
れ
に
法
則
が
あ
り
、
寸
分
も
容
赦
」
し
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
『
傷
寒
論
』
の
方
証
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
疑
い
も
な
く
臨
床
の
基
準
化
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
言
う
を
ま

た
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
自
己
の
研
究
成
果
に
、
徐
霊
胎
は
満
足
し
て
お
り
、
「
傷
寒
論
類
方
』
を
完
成
さ
せ
た
後
、
序
章
に
「
思
い
残

す
こ
と
は
な
い
」
と
ま
で
書
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
日
本
で
も
、
期
せ
ず
し
て
吉
益
東
洞
が
、
当
時
の
医
学
が
「
空
言
虚
語
、
臆
説
理

（
胆
）
（
咽
）

義
」
（
空
虚
な
言
辞
と
憶
説
を
操
り
）
、
「
其
方
法
不
統
一
、
而
治
療
無
規
則
」
（
方
法
も
統
一
さ
れ
ず
、
治
療
に
基
準
が
な
い
）
こ
と
を
嘆
き
、
古
医

学
を
提
唱
し
、
張
仲
景
の
診
療
基
準
を
取
り
戻
す
よ
う
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
類
方
、
つ
ま
り
方
を
分
類
す
る
こ
と
は
、
薬
性
と
処
方
の
意
味
を
理
解
す
る
の
に
便
利
で
あ
り
、
臨
床
使
用
に
便
利
で
あ
る
。
た
と

え
ば
「
類
聚
方
』
の
凡
例
に
、
「
様
々
な
方
を
分
類
し
、
そ
の
分
類
を
応
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
…
そ
の
処
方
の
用
途
と
薬
性
を
理
解
し
て
か

ら
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
類
聚
方
広
義
』
の
題
言
に
も
述
べ
て
い
る
。
「
類
聚
之
旨
、
在
審
方
意
、
便
方
用
也
」
（
類

（
Ｍ
）

聚
と
い
う
意
味
は
、
処
方
の
意
味
と
便
方
を
調
べ
て
用
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
）
。
徐
霊
胎
も
ま
た
類
方
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
子
病
情
薬

（
応
）

性
一
目
瞭
然
、
」
（
病
情
と
薬
性
が
一
目
瞭
然
と
な
り
）
、
「
至
便
之
法
」
（
極
め
て
便
利
な
方
法
）
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
類
方
と
は
、

言
い
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
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共
通
点
と
相
違
点
を
比
較
す
る
分
類
法
の
一
つ
で
あ
る
。
「
傷
寒
論
」
の
方
証
は
三
百
九
十
七
の
条
文
中
に
散
在
し
て
不
揃
い
で
あ
り
、
そ
の

行
間
に
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
比
較
分
類
す
る
と
い
う
方
法
は
、
間
違
い
な
く
最
適
な
研
究
法
で
あ
る
。
そ
し
て
吉
益
東
洞

も
ま
た
、
『
傷
寒
論
」
の
方
証
を
比
較
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
物
の
使
用
指
標
を
研
究
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
臨
床
薬
物
学

の
専
門
書
で
あ
り
、
極
め
て
特
色
の
あ
る
著
書
、
『
薬
徴
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
方
証
研
究
は
、
『
傷
寒
論
」
研
究
の
骨
幹
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
医
学
研
究
の
骨
幹
で
も
あ
る
。
徐
霊
胎
と
吉
益

東
洞
が
期
せ
ず
し
て
方
証
相
対
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
両
人
が
長
い
間
医
学
の
神
髄
を
探
求
し
た

結
果
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
り
、
当
時
支
配
的
地
位
を
占
め
て
い
た
金
元
医
学
に
対
し
深
く
反
省
し
た
結
果
の
革
命
的
行
動
で
あ
っ
た
。
方
証

研
究
は
、
中
医
学
を
陰
陽
五
行
学
説
と
い
う
呪
縛
か
ら
解
き
放
ち
、
自
然
科
学
の
道
へ
と
回
帰
さ
せ
た
と
い
う
点
で
、
十
分
意
義
の
あ
る
研

究
で
あ
っ
た
。
『
傷
寒
論
類
方
」
は
、
現
在
二
十
の
版
本
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
多
く
の
再
編
版
、
増
訂
版
、
歌
括
な
ど
が
出
版
さ

（
胴
）

れ
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
経
方
派
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
徐
霊
胎
の
影
響
力
は
、
今
も
な
お
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
た
や
日
本

に
お
い
て
も
、
や
は
り
『
類
聚
方
』
が
発
刊
さ
れ
る
や
、
た
ち
ま
ち
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
、
京
都
と
江
戸
に
お
い
て
た
ち
ま
ち

（
Ⅳ
）

一
万
冊
を
売
り
上
げ
て
い
る
。
以
降
、
日
本
漢
方
の
臨
床
規
範
と
し
て
、
「
類
聚
方
』
は
力
強
く
日
本
医
学
の
進
歩
を
促
進
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
の
間
に
も
、
方
証
に
対
す
る
認
識
に
相
違
点
は
あ
っ
た
。
徐
霊
胎
の
ほ
う
は
、
方
薬
理
論
を
「
方
」
と
い

う
断
面
に
濃
縮
し
よ
う
と
し
、
方
証
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
治
療
法
則
の
発
掘
に
力
を
注
い
だ
。
た
と
え
ば
『
傷
寒
論
類
方
」
で
は
、
原
文
を

（
昭
）

ひ
と
つ
ひ
と
つ
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
方
証
が
「
其
所
以
然
之
故
」
（
そ
う
で
あ
る
た
め
の
理
由
）
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
が
、

そ
う
な
れ
ば
当
然
六
経
や
八
綱
、
臓
朏
営
衛
気
血
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
徐
霊
胎
は
、
「
傷
寒
論
」
が
「
誤
治
を
救
う
た

め
の
書
」
で
あ
り
、
な
ぜ
間
違
え
た
の
か
、
誤
り
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
傷
寒

論
」
が
論
じ
て
い
る
の
は
、
方
法
論
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
吉
益
東
洞
が
着
目
し
て
い
る
の
は
、
古
方
の
「
証
」
だ
け
で
あ

る
。
た
と
え
ば
『
類
聚
方
』
で
は
、
「
傷
寒
論
』
や
『
金
置
要
略
」
の
関
連
す
る
条
文
を
集
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
詳
細
な
解
釈
は
な
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一
方
『
薬
徴
」
は
、
吉
益
東
洞
晩
年
の
力
作
で
あ
り
、
一
七
七
一
年
（
明
和
八
年
）
脱
稿
さ
れ
た
。
「
百
種
録
」
に
遅
れ
る
こ
と
、
三
十
五

年
で
あ
り
、
当
時
吉
益
東
洞
は
す
で
に
七
十
歳
に
達
し
て
い
た
。
こ
の
著
作
は
、
彼
の
四
十
年
余
り
に
及
ぶ
張
仲
景
研
究
の
成
果
と
、
彼
本

人
の
臨
床
経
験
を
凝
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
近
代
日
本
漢
方
の
大
家
、
大
塚
敬
節
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

（
皿
）

る
。
「
東
洞
の
著
書
の
中
で
、
後
世
に
影
響
を
与
え
た
点
で
、
こ
の
書
二
薬
徴
」
）
の
上
に
出
る
も
の
は
な
い
」
。
『
薬
徴
」
は
、
「
傷
寒
論
」
と

『
金
置
要
略
』
の
条
文
を
も
と
に
、
古
方
で
常
用
さ
れ
る
五
十
三
味
の
薬
物
の
主
治
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
自
身
の
臨

悟
彼
、
方
薬
不
致
誤
用
」

（
恥
）

す
る
）
こ
と
で
あ
っ
た
。

『
神
農
本
草
経
百
種
録
」
（
以
下
「
百
種
録
』
と
略
す
）
は
、
徐
霊
胎
が
四
十
四
歳
の
と
き
の
著
作
で
あ
り
、
一
七
三
六
年
（
乾
隆
元
年
）
に
刊

行
さ
れ
た
。
彼
は
、
唐
宋
以
降
の
医
学
者
た
ち
が
薬
性
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
処
方
の
使
い
方
に
誤
り
が
多
い
と
し
て
、
「
方
不
成
方
、

薬
不
成
薬
、
間
有
効
験
、
亦
偶
中
而
非
可
取
」
（
処
方
の
組
み
立
て
や
薬
味
の
使
い
方
が
ま
る
で
な
っ
て
お
ら
ず
、
時
々
は
効
く
こ
と
も
あ
る
が
、
偶

（
Ⅲ
）

然
の
産
物
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
必
良
由
《
本
経
》
之
不
講
故
也
」
（
「
本
経
」
に
も
と
づ
い
て
い
な
い
か
ら
）
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ

い
に
「
神
農
本
草
経
』
の
う
ち
か
ら
、
薬
性
が
複
雑
で
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
お
ら
ず
、
臨
床
上
誤
用
し
や
す
い
薬
物
一
○
○
種
類
を
選
び
、

原
文
に
一
つ
一
つ
注
釈
を
加
え
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
「
辨
明
薬
性
、
闘
発
義
穂
、
使
読
者
深
識
其
所
以
然
、
因
此

悟
彼
、
方
薬
不
致
誤
用
」
（
薬
性
と
そ
の
意
味
を
読
者
が
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
こ
か
ら
敷
術
し
て
、
方
薬
を
誤
用
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

論
」
、
「
処
方
を
使
用
す
る
唖

の
傾
向
が
目
立
っ
て
い
る
。

く
、
使
用
上
の
指
標
が
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
何
々
証
を
見
よ
」
と
か
「
何
々
証
が
あ
る
」
な
ど
と
書
か
れ
て

い
る
の
み
で
、
陰
陽
五
行
、
臓
脈
経
絡
、
昇
降
浮
沈
な
ど
の
説
は
な
い
。
さ
ら
に
三
陰
三
陽
、
寒
熱
虚
実
な
ど
の
用
語
は
、
「
憶
測
に
よ
る
理

論
」
、
「
処
方
を
使
用
す
る
際
の
葛
藤
」
で
あ
る
と
見
な
し
、
削
除
し
て
い
る
。
「
傷
寒
論
類
方
」
に
比
べ
れ
ば
、
「
類
聚
方
」
は
、
経
験
主
義

二
、
薬
物
研
究
に
つ
い
て
Ｉ
『
神
農
本
草
経
百
種
録
』
と
『
薬
徴
』
と
の
比
較
か
ら



2号(2001)日本医史学雑誌第47巻第235

床
経
験
と
結
び
つ
け
、
伝
統
的
な
本
草
書
の
う
ち
実
際
的
で
な
い
論
説
に
反
駁
す
る
と
と
も
に
、
一
部
薬
物
の
品
種
、
炮
制
に
つ
い
て
も
論

述
を
加
え
て
い
る
。
害
中
で
採
用
さ
れ
て
い
る
、
論
駁
、
比
較
帰
納
、
反
証
批
判
な
ど
の
方
法
は
、
明
ら
か
に
近
代
科
学
的
手
法
で
あ
り
、

後
の
村
井
琴
山
が
、
こ
の
著
書
を
こ
う
評
し
て
い
る
。
「
こ
れ
古
今
医
人
及
本
草
流
の
努
々
知
ら
ざ
る
所
也
。
こ
れ
実
に
二
千
年
来
未
だ
曾
て

後
の
村
井
琴
山
が
、
こ
の

（
配
）

あ
ら
ざ
る
所
の
説
な
り
」
。

同
じ
よ
う
に
復
古
を
呼
び
か
け
た
こ
の
二
冊
の
薬
学
専
門
書
は
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
作
風
は
、
少
な
か
ら
ず
異
な
っ
て
い
た
。

両
害
の
取
材
を
比
べ
れ
ば
、
「
薬
徴
」
は
「
傷
寒
論
』
と
『
金
置
要
略
』
を
土
台
に
し
つ
つ
も
、
原
文
の
う
ち
陰
陽
六
経
に
関
わ
る
用
語
は

い
っ
さ
い
を
削
除
し
、
方
薬
と
証
だ
け
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
百
種
録
」
の
ほ
う
は
、
「
神
農
本
草
経
」
を
題
材
と
し
、
薬
品
の
上

品
、
中
品
、
下
品
と
い
う
三
段
階
分
類
法
を
採
用
し
、
道
家
の
言
葉
で
あ
る
、
「
長
く
服
用
す
れ
ば
体
が
軽
く
な
り
長
生
き
す
る
」
、
「
不
老
」

な
ど
の
説
に
つ
い
て
も
、
そ
の
理
由
を
徐
霊
胎
は
い
ち
い
ち
解
釈
し
て
い
る
。

次
に
そ
の
著
書
の
主
旨
を
比
べ
て
み
る
と
、
「
薬
徴
』
は
薬
効
を
説
明
す
る
の
み
で
、
あ
る
が
ま
ま
を
論
じ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
か

は
論
じ
て
い
な
い
。
彼
は
述
べ
て
い
る
。
「
疾
医
之
諭
薬
也
、
惟
在
其
功
耳
」
（
疾
医
が
薬
に
つ
い
て
論
じ
る
の
は
、
そ
の
功
に
つ
い
て
だ
け
で
ぁ

（
鰹
）

る
）
功
と
は
、
効
能
で
あ
る
。
そ
し
て
理
由
を
論
じ
な
い
と
こ
ろ
に
、
吉
益
東
洞
の
考
え
方
が
現
れ
て
い
る
。
彼
は
、
「
可
知
而
知
之
、
可
見

而
見
之
、
実
事
惟
為
」
（
知
る
べ
く
し
て
こ
れ
を
知
り
、
見
る
べ
く
し
て
こ
れ
を
見
、
た
だ
事
実
の
み
を
な
す
）
と
述
べ
、
「
知
見
之
道
」
（
知
見
の
道
）

（
型
）

を
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
水
声
が
あ
っ
て
嘔
吐
す
れ
ば
、
水
を
治
療
す
れ
ば
よ
く
、
こ
れ
が
事
実
の
み
を
な
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
知
る
こ
と
も
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
は
、
治
療
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
こ
の
よ
う
な
例
を
彼
は
挙

げ
て
い
る
。
「
夫
味
之
辛
酸
苦
甘
威
、
食
而
可
知
也
。
性
之
寒
熱
温
涼
、
嘗
而
不
可
知
也
、
臆
不
可
知
也
為
知
、
一
測
諸
臆
、
其
説
紛
紛
、
吾

焉
適
従
？
」
（
辛
酸
苦
甘
鰔
な
ど
の
味
は
、
食
べ
て
み
れ
ば
わ
か
る
。
し
か
し
寒
熱
温
涼
な
ど
の
性
質
は
、
試
し
て
み
て
も
わ
か
ら
な
い
・
試
し
て
も
わ

か
ら
な
い
も
の
を
、
憶
測
で
わ
か
っ
た
と
し
て
し
ま
え
ば
、
様
々
な
憶
測
が
飛
び
交
い
、
諸
説
紛
々
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
憶
説
に
従

（
錫
）

う
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
？
）
。
こ
の
よ
う
な
理
論
を
、
吉
益
東
洞
は
「
空
理
」
で
あ
る
と
し
て
退
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
吉
益
東
洞
は
、
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い
く
つ
か
の
現
象
に
つ
い
て
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
論
じ
ず
、
憶
測
を
さ
け
て

い
る
。
そ
し
て
こ
う
例
証
を
あ
げ
て
い
る
。
「
夫
汗
之
白
也
、
血
之
赤
也
、
其
所
以
然
不
可
得
而
知
也
。
刃
之
所
触
、
其
創
錐
浅
、
血
必
出
也
。

暑
熱
之
酷
、
衣
被
之
厚
、
汗
必
出
也
。
壱
是
皆
歴
皮
毛
而
出
者
、
或
為
汗
、
或
為
血
、
故
以
不
可
知
。
為
不
可
知
、
置
而
不
論
」
（
汗
が
白
く
、

血
が
赤
い
原
因
は
、
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
刀
が
触
れ
れ
ば
、
傷
は
浅
く
と
も
、
必
ず
血
が
出
る
。
ま
た
ひ
ど
い
暑
さ
の
時
や
厚
着
を
し
た
と
き

に
は
、
必
ず
汗
が
で
る
。
い
ず
れ
も
皮
毛
か
ら
で
て
、
あ
る
い
は
汗
と
な
り
、
あ
る
い
は
血
と
な
る
が
、
そ
の
わ
け
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
由
が

（
坊
）

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
議
論
し
な
い
こ
と
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
な
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
薬
徴
」
は
、
全
編
に
わ
た
っ
て

味
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
た
薬
物
の
主
治
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
寒
熱
温
涼
さ
え
も
論
じ
て
い
な
い
・
彼
は
述
べ
て
い
る
。
「
医
之
於
事
、

知
此
薬
解
此
毒
耳
。
毒
之
解
也
、
厭
冷
者
温
、
大
熱
者
涼
。
若
以
厭
冷
復
常
為
熱
薬
、
則
大
黄
芒
硝
亦
為
熱
薬
乎
？
薬
物
之
寒
熱
温
涼
、
其

不
可
論
、
斯
可
以
知
已
」
（
医
師
が
治
療
に
当
た
る
と
き
に
は
、
ど
の
薬
で
ど
の
毒
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
よ
い
・
毒
さ
え
除
か

れ
れ
ば
、
厭
冷
は
温
ま
り
、
大
熱
は
冷
め
る
。
厭
冷
を
回
復
さ
せ
る
も
の
が
熱
薬
だ
と
す
れ
ば
、
大
黄
や
芒
硝
も
ま
た
熱
薬
な
の
だ
ろ
う
か
？
薬
物
の

（
”
）

寒
熱
温
涼
は
論
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
心
得
て
お
く
も
の
で
あ
る
）
。

『
薬
徴
』
と
は
反
対
に
、
「
百
種
録
」
は
薬
性
の
よ
っ
て
来
る
ゆ
え
ん
を
論
じ
て
い
る
。
徐
霊
胎
は
述
べ
て
い
る
。
「
知
所
当
然
、
則
用
古
之

方
能
不
失
古
人
之
意
。
知
所
以
然
、
則
方
可
自
制
、
而
亦
能
合
古
人
制
方
之
意
也
」
（
あ
る
が
ま
ま
を
知
っ
て
古
方
を
使
え
ば
、
古
人
の
意
図
か
ら

（
配
）

離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
し
か
る
ゆ
え
ん
を
知
れ
ば
、
処
方
は
自
然
に
決
ま
り
、
や
は
り
古
人
の
立
方
の
意
図
に
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
）
。
ま
た
こ

う
も
述
べ
て
い
る
。
「
凡
薬
之
用
、
或
取
其
気
、
或
取
其
味
、
或
取
其
色
、
或
取
其
形
、
或
取
其
質
、
或
取
其
性
情
、
或
取
其
所
生
之
時
、
或

取
其
所
成
之
地
、
各
以
其
所
偏
勝
、
而
即
資
之
療
疾
、
故
能
補
偏
救
弊
、
調
和
臓
脈
。
深
求
其
理
、
可
自
得
之
」
（
そ
も
そ
も
薬
を
選
ぶ
と
き
に

は
、
そ
の
気
で
選
ん
だ
り
、
あ
る
い
は
味
、
色
、
形
、
質
、
性
状
、
産
出
時
期
、
産
地
な
ど
で
選
ぶ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
優
れ
た
資
質
で
治
療
す
れ
ば
、
偏
り

（
調
）

や
弊
害
を
補
い
、
臓
脈
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
道
理
を
探
求
す
れ
ば
、
自
ら
か
ら
決
ま
っ
て
く
る
の
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て

『
百
種
録
」
の
重
点
は
、
し
か
る
ゆ
え
ん
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
あ
り
、
そ
う
な
れ
ば
当
然
、
四
味
五
気
、
昇
降
浮
沈
、
引
経
報
使
な
ど
の
学
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説
に
よ
っ
て
解
き
明
か
す
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
論
証
方
法
を
比
べ
れ
ば
、
『
薬
徴
』
は
考
証
的
で
あ
り
、
帰
納
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
「
其
方
之
功
、
而
審
其
薬
之
所
主
治
也
。
次

挙
其
考
之
徴
、
以
実
其
所
主
治
也
。
次
之
以
方
之
無
徴
者
、
参
互
而
考
之
。
次
之
以
古
今
誤
其
薬
功
者
、
引
古
訓
而
辨
之
。
次
挙
其
品
物
、

以
辨
真
偽
」
（
そ
の
処
方
の
効
き
目
を
試
し
て
、
そ
の
薬
の
主
治
証
を
探
る
。
次
に
徴
候
を
考
証
し
て
、
主
治
を
確
認
す
る
。
次
に
方
が
あ
っ
て
証
が
な

い
は
、
あ
れ
こ
れ
参
照
し
て
考
察
す
る
。
次
に
薬
効
を
誤
っ
て
使
っ
た
古
今
の
論
説
に
つ
い
て
、
古
典
の
訓
を
参
考
に
し
て
考
察
す
る
。
次
に
そ
の
薬
物

（
抑
）

の
真
偽
を
確
か
め
る
）
と
述
べ
た
彼
の
言
葉
か
ら
は
、
方
証
の
条
文
か
ら
薬
証
を
研
究
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
論
は
、

近
代
科
学
の
帰
納
法
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
・

こ
れ
に
対
し
『
百
種
録
」
は
、
注
釈
的
で
あ
り
、
伝
統
的
経
学
の
研
究
方
式
か
ら
脱
却
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
害
中
の
注
釈
も
ま
た

推
理
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
手
段
と
な
る
の
が
、
陰
陽
五
行
学
説
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
両
書
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
り
、
一
部
に
つ
い
て
は
、
原
則
上
の
違
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
徐
霊
胎
が
若
く
学
問
的
に
ま

だ
未
熟
だ
っ
た
こ
と
と
、
伝
統
的
経
学
が
染
み
つ
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
徐
霊
胎
が
活
躍
し
た
時
代
を
見
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
清
代
考

証
学
の
盛
ん
な
乾
隆
年
間
で
あ
り
、
環
境
は
と
い
え
ば
、
伝
統
文
化
が
根
強
く
息
づ
き
、
儒
学
の
人
材
が
輩
出
し
た
呉
の
地
で
あ
る
。
徐
霊

胎
自
身
も
、
儒
学
者
か
ら
医
者
に
な
り
、
道
教
文
化
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
し
か
も
彼
が
『
百
種
録
」
を
書
い
た
の
は
、
ま
だ
四
十
四

歳
と
若
く
、
医
学
思
想
が
未
熟
で
あ
り
、
臨
床
経
験
も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
『
百
種
録
』
に
儒
学
の
色
彩
が
濃
か
っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
百
種
録
」
の
行
間
に
は
、
彼
の
伝
統
的
薬
学
理
論
に
対
す
る
懐
疑
の
念
と
戸
惑
い

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
薬
物
の
効
能
に
、
「
時
に
は
推
測
し
に
く
い
」
あ
る
い
は
「
不
可
解
」
な
問
題
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
菟
絲
子
汁
で
「
面
野
（
顔
色
が
黒
く
な
る
）
」
を
治
す
場
合
を
例
に
取
り
、
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
以
其
辛
散
耶
？
則
辛
散
之
薬

甚
多
。
以
其
滑
澤
耶
？
則
滑
澤
之
物
亦
甚
多
、
何
以
他
薬
皆
不
能
去
、
而
独
菟
絲
子
能
也
？
」
（
辛
味
で
散
逸
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
？
し
か
し
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辛
散
薬
な
ら
た
く
さ
ん
あ
る
。
で
は
そ
の
滑
沢
な
性
質
で
治
す
の
だ
ろ
う
か
？
し
か
し
滑
沢
な
も
の
も
多
く
あ
る
。
で
は
な
ぜ
ほ
か
の
薬
で
は
治
ら
な

い
の
に
、
菟
絲
子
だ
け
が
治
せ
る
の
だ
ろ
う
か
？
）
そ
こ
で
彼
は
、
「
但
顕
子
形
質
気
味
者
可
以
推
測
而
知
、
其
深
蔵
干
性
中
者
、
不
可
以
常
理

求
也
」
（
形
質
気
味
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
は
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
性
質
が
う
ち
に
隠
れ
て
い
る
も
の
は
、
常
識
で
は
計
り
知
れ
な
い
）
と
い
う

こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
彼
は
臨
床
試
験
の
必
要
性
を
説
き
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
凡
薬
性
有
專
長
、
此
在
可

解
不
可
解
之
間
、
錐
聖
人
亦
必
試
験
而
後
知
之
」
（
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
性
に
は
得
意
と
す
る
領
域
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
不
可
解

（
皿
）

な
も
の
が
あ
り
、
聖
人
と
い
え
ど
も
試
し
て
み
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
こ
の
よ
う
な
懐
疑
の
念
と
困
惑
は
、
徐
霊
胎
の
研
究
が
進
む
ほ

ど
に
強
烈
に
な
っ
て
い
き
、
薬
性
専
長
論
の
提
唱
と
伝
統
的
薬
学
理
論
の
否
定
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
七
四
一
年
（
乾
隆
六
年
）
、
徐
霊
胎
は
「
医
貫
碇
」
を
著
し
、
命
門
学
説
を
論
じ
た
こ
と
で
有
名
な
明
代
の
医
学
書
、
「
医
貫
」
（
趙
献
可
）

を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
ま
た
一
七
五
七
年
（
乾
隆
二
十
二
年
）
、
彼
は
『
医
学
源
流
論
』
の
な
か
で
、
伝
統
的
薬
学
理
論
の
帰
経
説
を
明
確
に
以

下
の
よ
う
に
否
定
し
て
い
る
。
彼
は
述
べ
て
い
る
。
「
人
之
気
血
、
無
所
不
通
、
而
薬
性
之
寒
熱
温
涼
、
有
毒
無
毒
、
其
性
亦
一
定
不
移
、
入

子
人
身
、
其
功
能
亦
無
所
不
到
、
豈
有
其
薬
止
入
某
経
之
理
？
」
（
人
の
気
血
と
い
う
も
の
は
、
通
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
薬
性
の
寒
熱
温

涼
、
有
毒
か
無
毒
か
は
一
定
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
の
体
に
入
れ
ば
、
そ
の
機
能
が
到
達
し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
り
、
特
定
の
経
だ
け
に
入
る
な
ど

と
い
う
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
？
）
。
彼
は
た
だ
薬
物
に
専
能
、
つ
ま
り
特
定
の
機
能
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
認
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
柴
胡
は
往

来
寒
熱
の
あ
る
少
陽
病
を
治
し
、
桂
枝
は
悪
寒
・
発
熱
・
発
汗
の
あ
る
太
陽
病
を
治
す
。
こ
れ
が
徐
霊
胎
が
主
張
す
る
專
長
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
薬
物
の
專
長
は
、
あ
る
も
の
は
薬
性
理
論
で
解
釈
で
き
る
が
、
あ
る
も
の
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
彼
は
、
こ
う
説
明
し
て
い
る
。
「
如

性
熱
能
治
寒
、
性
燥
能
治
湿
、
芳
香
能
通
気
、
滋
陰
能
生
津
、
此
可
解
者
也
。
如
同
一
発
散
也
、
而
桂
枝
則
散
太
陽
之
邪
、
柴
胡
則
散
少
陽

之
邪
。
同
一
滋
陰
也
、
而
麦
冬
則
滋
肺
之
陰
、
生
地
則
滋
腎
之
陰
。
同
一
解
毒
也
、
而
雄
黄
則
解
蛇
虫
之
毒
、
甘
草
則
解
飲
食
之
毒
、
已
有

不
可
尽
解
者
。
至
如
鼈
甲
之
消
瘤
塊
、
使
君
子
之
殺
蛆
虫
、
赤
小
豆
之
消
膚
腫
、
蕊
仁
生
服
不
眠
、
熟
服
多
睡
、
白
鶴
花
之
不
腐
肉
而
腐
骨
、

則
尤
不
可
解
者
。
此
乃
薬
性
之
專
長
」
（
熱
性
の
も
の
で
寒
を
治
療
し
、
燥
性
の
も
の
で
湿
を
治
療
し
、
芳
香
薬
で
気
を
通
じ
さ
せ
、
滋
潤
薬
で
生
津
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さ
せ
る
の
は
、
理
解
で
き
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
発
散
薬
で
も
、
桂
枝
は
太
陽
の
邪
を
発
散
さ
せ
る
が
、
柴
胡
は
少
陽
の
邪
を
発
散
さ
せ
る
。
ま
た

同
じ
滋
陰
薬
で
も
、
麦
冬
は
肺
の
陰
を
滋
養
す
る
が
、
生
地
は
腎
陰
を
滋
養
す
る
。
ま
た
同
じ
解
毒
薬
で
も
、
雄
黄
は
蛇
や
虫
の
毒
を
解
毒
す
る
が
、
甘

草
は
飲
食
物
の
毒
を
解
毒
す
る
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
鼈
甲
で
病
塊
を
消
し
た
り
、
使
君
子
で
蛆
虫
を
殺
し
た
り
、

赤
小
豆
で
浮
腫
を
消
し
た
り
、
生
菱
仁
で
不
眠
を
治
し
た
り
、
熟
蕊
仁
で
嗜
眠
を
治
し
た
り
、
白
鶴
花
で
腐
肉
を
と
も
な
わ
な
い
腐
骨
を
治
し
た
り
す
る

（
躯
）

の
は
、
も
っ
と
も
不
可
解
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
薬
性
の
専
門
性
で
あ
る
）
。
薬
性
專
長
論
を
提
起
し
た
こ
と
は
、
徐
霊
胎
が
あ
る
が
ま

ま
を
重
視
す
る
と
い
う
姿
勢
へ
転
換
す
る
た
め
の
、
大
き
な
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

一
七
六
四
年
（
乾
隆
二
十
九
年
）
、
徐
霊
胎
は
「
藺
台
軌
範
』
の
中
で
、
專
病
、
專
方
、
専
薬
と
い
う
思
想
を
打
ち
出
し
た
。
そ
し
て
「
一
病

必
有
主
方
、
一
方
必
有
主
薬
」
（
一
つ
の
疾
病
に
は
、
必
ず
そ
の
疾
病
を
治
療
す
る
た
め
の
主
方
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
一
つ
の
処
方
に
は
必
ず
主
薬

（
銘
）

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
）
と
述
べ
、
そ
の
薬
物
独
自
の
効
能
を
研
究
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
そ
し
て
彼
の
著
書
の
中
で
、
当
時
の
医
学
界
が
薬
物

の
專
長
を
無
視
す
る
傾
向
に
あ
る
の
を
猛
烈
に
批
判
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
自
宋
以
還
、
無
非
陰
陽
気
血
、
寒
熱
補
潟
諸
層
廓
篭
統
之
談
、

其
一
病
之
主
方
主
薬
、
莊
然
不
暁
、
：
…
・
至
干
近
世
、
則
惟
記
通
治
方
之
数
首
、
薬
名
数
十
種
以
治
万
病
。
全
不
知
病
之
各
有
定
名
、
方

之
各
有
法
度
、
薬
之
各
有
專
能
、
中
無
定
見
、
随
心
所
憶
、
姑
且
一
試
、
動
刺
誤
人
」
（
宋
代
以
降
、
陰
陽
気
血
、
寒
熱
補
潟
な
ど
、
お
お
ざ
っ
ぱ

で
内
容
の
な
い
議
論
ば
か
り
で
、
あ
る
疾
病
に
対
す
る
主
方
、
主
薬
が
何
な
の
か
が
漠
然
と
し
て
い
る
。
…
近
世
に
な
る
と
、
た
だ
通
治
方
を
数
首
、
薬

名
を
数
十
種
類
憶
え
る
だ
け
で
、
万
病
を
治
療
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
疾
病
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
あ
り
、
処
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
法
則
が
あ
り
、
薬
に
は

そ
れ
ぞ
れ
専
能
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
る
で
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
定
見
が
な
く
、
気
ま
ぐ
れ
に
憶
え
た
も
の
を
、
と
り
あ
え
ず
試
し
て
み
る

（
別
）

の
で
、
間
違
い
を
起
こ
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
）
。
一
七
六
七
年
（
乾
隆
三
十
二
年
）
に
は
、
徐
霊
胎
は
「
慎
疾
調
言
」
を
著
し
た
が
、
そ
こ

に
特
に
「
用
薬
」
篇
を
設
け
、
「
薬
性
を
識
別
し
、
経
方
を
博
覧
す
る
」
よ
う
人
々
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
「
医
道
起
干
神
農
之
著
本

草
」
（
医
道
は
神
農
の
著
書
で
あ
る
本
草
か
ら
始
ま
っ
た
）
、
「
治
病
必
先
有
薬
、
而
後
有
方
、
方
成
之
後
、
再
審
其
配
合
之
法
」
（
疾
病
を
治
療
す
る

（
弱
）

に
は
、
ま
ず
薬
が
必
要
で
あ
り
、
次
に
処
方
が
で
き
、
処
方
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
配
合
法
を
探
る
の
で
あ
る
）
と
明
確
に
指
摘
し
、
医
学
に
お
け
る
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一
七
五
七
年
（
乾
隆
二
十
二
年
）
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
徐
霊
胎
は
、
医
学
評
論
書
で
あ
る
『
医
学
源
流
論
」
を
完
成
さ
せ
た
。
彼
は
、
唐
宋

以
来
医
道
が
廃
れ
、
そ
れ
を
立
て
直
す
儒
学
者
も
お
ら
ず
、
「
道
理
が
失
わ
れ
、
良
法
さ
え
も
滅
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
い
う
現
状
を
嘆
き
、
つ

い
に
「
寝
食
を
忘
れ
て
、
膨
大
な
書
物
を
博
覧
す
る
こ
と
数
年
」
で
、
「
本
源
を
尋
ね
る
学
問
」
を
造
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
伝
統
的
医
学
理
論

の
中
の
九
十
三
の
問
題
点
に
つ
い
て
彼
独
自
の
観
点
を
披
瀝
し
、
「
籠
統
」
（
お
お
ざ
っ
ぱ
）
で
、
「
支
離
」
（
支
離
滅
裂
）
で
、
「
浮
涯
」
（
あ
い
ま

い
）
な
、
当
時
の
医
学
の
弊
害
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
彼
の
著
書
に
つ
い
て
、
「
四
庫
全
書
提
要
」
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
持
論
多

精
鑿
有
据
」
「
其
論
病
、
則
自
岐
黄
以
外
、
秦
越
人
亦
不
免
謹
排
。
其
論
方
、
則
自
張
机
『
金
置
要
略
』
『
傷
寒
論
」
之
外
、
孫
思
遡
、
劉
守

真
、
李
杲
、
朱
震
亨
皆
遭
駁
詰
、
…
…
然
其
切
中
庸
医
之
弊
者
、
不
可
廃
也
」
（
持
論
は
根
拠
に
基
づ
い
て
深
く
考
察
し
て
い
る
）
、
「
そ
の
疾
病

理
論
た
る
や
、
岐
伯
黄
帝
だ
け
で
な
く
、
秦
越
人
も
彼
の
そ
し
り
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
方
を
論
ず
れ
ば
、
張
機
の
「
金
置
要
略
』
、
『
傷

寒
論
』
だ
け
で
な
く
、
孫
思
遡
、
劉
守
真
、
李
杲
、
朱
震
亨
も
み
な
反
駁
さ
れ
、
…
薮
医
者
へ
の
批
判
は
当
を
得
て
お
り
、
見
る
べ
き
も
の

徐
霊
胎
の
薬
物
研
究
に
関
す
る
変
遷
過
程
を
見
る
と
、
本
草
学
が
中
医
学
に
と
っ
て
重
要
な
分
野
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
薬
物
が

治
療
に
お
い
て
果
た
す
役
割
を
実
践
の
中
で
発
見
整
理
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
科
学
的
な
研
究
方
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
引
経
報
使
、

四
気
五
味
、
昇
降
浮
沈
を
基
礎
と
す
る
伝
統
的
薬
学
理
論
に
は
、
重
大
な
欠
陥
が
あ
り
、
盲
従
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
科
学
的
な
手

法
を
ど
の
よ
う
に
運
用
す
れ
ば
、
中
薬
は
な
ぜ
効
く
か
と
い
う
謎
を
解
明
し
、
有
効
で
客
観
的
、
か
つ
明
確
な
薬
剤
使
用
基
準
を
制
定
で
き

る
の
か
が
、
徐
霊
胎
が
後
世
の
人
々
に
投
げ
か
け
た
課
題
で
あ
る
。

薬
物
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
徐
霊
胎
は
、
そ
の
学
術
に
堅
実
性
を
増
し
て
成
熟
し
、
結
果
的
に
吉
益
東
洞
の
観
点
に
近

づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
医
学
理
論
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
ｌ
「
医
学
源
流
論
』
と
『
医
断
』
と
の
比
較
を
中
心
に
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ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
、
吉
益
東
洞
も
ま
た
、
並
々
な
ら
ぬ
勇
気
を
振
り
絞
り
、
世
俗
に
向
け
て
の
挑
戦
状
を
た
た
き
つ
け
て
い
る
。
彼
は
、

実
証
主
義
を
主
張
し
、
自
ら
試
験
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
温
補
法
に
反
対
し
た
。
そ
し
て
万
病
一
毒
説
と
腹
診
術
を
提
唱
す
る
一
方
、
陰

陽
五
行
、
臓
冊
経
絡
、
病
名
病
因
な
ど
、
伝
統
理
論
全
般
を
否
定
し
た
。
そ
の
学
説
の
う
ち
、
三
十
六
の
論
説
を
門
人
の
鶴
元
逸
が
「
医
断
」

と
し
て
編
成
し
、
一
七
五
九
年
（
宝
暦
九
年
）
に
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
医
断
』
が
世
に
出
る
や
い
な
や
、
た
ち
ま
ち
波
紋
が
広
が

り
、
医
学
界
に
一
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。
『
医
断
」
を
巡
る
論
争
は
急
速
な
広
ま
り
を
見
せ
、
畑
黄
山
の
「
斥
医
断
』
（
一
七
六
二
）
、
田

中
栄
信
の
「
辨
斥
医
断
」
（
一
七
六
三
）
、
堀
江
道
元
の
『
辨
医
断
』
（
一
七
九
○
）
、
木
幡
伯
英
の
『
斥
医
断
評
説
」
二
八
○
四
）
な
ど
が
陸
続

と
出
版
さ
れ
、
非
難
の
応
酬
に
よ
っ
て
、
日
本
医
壇
は
騒
然
と
し
た
。

ま
ず
最
初
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
両
書
の
基
調
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
当
時
の
医
学
の
混
乱

を
是
正
し
、
研
究
対
象
を
明
確
に
す
る
よ
う
主
張
し
て
お
り
、
実
践
に
よ
っ
て
理
論
を
点
検
す
る
と
い
う
科
学
的
な
方
法
を
採
用
す
る
よ
う

提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
医
学
を
宋
明
代
の
理
学
と
い
う
桂
桔
か
ら
解
き
放
ち
、
「
怪
僻
之
論
、
鄙
僅
之
説
」
（
偏
狭
で
低
俗
な

論
説
）
な
ど
、
迷
信
的
で
荒
唐
無
稽
な
邪
説
か
ら
引
き
離
す
の
を
促
進
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
「
医
学

源
流
論
』
と
「
医
断
」
に
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
書
に
は
、
両
者
の
思
想
上
の
相
違
点
も
ま
た
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
已
然
（
臨
床
現
象
）
と
未
然
（
疾
病
本
質
）
の
違
い

吉
益
東
洞
は
肉
眼
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
臨
床
現
象
し
か
研
究
せ
ず
、
予
測
は
立
て
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
吾
党
論
其
已
然
者
、
不
論

（
師
）

未
然
者
」
（
我
が
流
派
は
已
然
だ
け
を
論
じ
、
未
然
を
論
じ
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
、
吉
益

束
洞
は
一
切
研
究
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
病
名
や
病
因
の
存
在
さ
え
も
否
定
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
凡
治
疾
之
法
、
視
邪
之
所
湊
、
察

毒
之
所
在
、
随
其
証
而
処
方
、
不
拘
病
名
病
因
、
此
則
仲
景
之
教
也
」
（
お
よ
そ
治
療
法
と
い
う
も
の
は
、
邪
の
湊
る
と
こ
ろ
を
視
、
毒
の
所
在
を

（
犯
）

探
り
、
証
に
随
っ
て
処
方
を
決
め
る
の
で
あ
り
、
病
名
や
病
因
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
・
こ
れ
こ
そ
が
仲
景
の
教
え
で
あ
る
）
。
ま
た
彼
は
、
『
古
医
書
言
」

（
叩
択
）

が
あ
る
」
。
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し
か
し
、
徐
霊
胎
は
違
っ
て
い
た
。
彼
は
、
未
然
の
研
究
を
極
め
て
重
視
し
、
臨
床
現
象
の
観
察
を
通
し
て
、
「
病
」
の
概
念
を
帰
納
し
、

未
然
を
予
測
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
医
学
源
流
論
」
で
は
、
大
量
の
紙
幅
を
割
い
て
、
疾
病
の
定
義
、
性
質
、
伝
変
、
期
間
、
治
療

効
果
と
予
後
、
疾
病
と
症
状
、
体
質
な
ど
、
多
く
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
疾
病
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
病

因
と
臨
床
症
状
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
特
有
の
伝
変
法
則
が
あ
る
の
で
、
疾
病
を
鑑
別
す
れ
ば
、
予
知
し
て
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。
い
わ
ゆ
る
「
如
病
病
変
職
、
血
虚
変
浮
腫
之
類
、
医
者
可
予
防
而
防
之
也
」
（
瘤
病
が
臘
脹
病
に
変
わ
り
、
血
虚
が
浮
腫
に
変
わ
る
な
ど
と
い

（
柵
）

う
例
は
、
医
者
が
予
知
し
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
疾
病
の
臨
床
症
状
は
複
雑
で
、
服
薬
し
な
く

（
判
）
〈
蛇
）

て
も
自
然
に
治
る
疾
病
も
あ
れ
ば
、
治
療
の
遅
速
に
か
か
わ
ら
ず
期
間
に
一
定
の
法
則
が
あ
る
疾
病
や
、
治
療
法
に
誤
り
が
な
い
の
に
効
果

（
娼
）

が
現
れ
な
い
疾
病
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
、
彼
は
発
見
し
た
。
し
か
も
治
療
法
も
多
種
多
彩
で
あ
る
の
で
、
疾
病
を
区
別
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
想
像
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
述
べ
て
い
る
。
「
病
之
与
症
、
其
分
井
何
止
千
万
？
不
可
不
求
其
端
而
分
其
緒
也
。
而
治
之
法
、

或
当
合
治
、
或
当
分
治
、
或
当
後
治
、
或
当
専
治
、
或
当
不
治
、
尤
在
視
其
軽
重
緩
急
、
而
次
第
奏
功
、
一
或
倒
行
逆
施
、
雑
乱
無
紀
、
則

病
変
百
出
、
錐
良
工
不
能
挽
回
美
」
（
病
と
症
と
の
分
類
は
、
千
万
の
単
位
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
、
そ
の
原
因
と
端
緒
と
を
究
明
し
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
た
と
え
ば
治
療
法
で
言
え
ば
、
一
緒
に
治
療
す
る
も
の
、
別
々
に
治
療
す
る
も
の
、
先
に
治
療
す
る
も
の
、
後
か
ら
治
療
す
る
も
の
、
専
門

の
治
療
を
す
る
も
の
、
治
療
し
な
く
て
い
い
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
軽
重
緩
急
、
順
序
や
効
果
を
見
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
逆
の
治

（
“
）

療
を
し
た
り
、
無
節
操
な
治
療
を
す
れ
ば
、
病
変
が
百
出
し
、
名
医
で
も
挽
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
、
「
後
之
医
者
、
病
之
総
名
亦
不
能
知
、
安

の
な
か
で
、
決
然
と
し
て
こ
う
言
い
放
っ
て
い
る
。
「
今
医
家
之
病
名
、
唐
・
孫
思
遡
日
四
百
四
病
、
近
世
之
害
、
病
名
加
多
千
有
余
、
為
則

不
俵
頑
愚
、
浅
晒
薄
識
、
而
十
之
一
不
得
記
憶
。
不
記
憶
則
不
妨
於
為
医
。
以
病
名
医
不
可
為
也
」
（
そ
も
そ
も
今
医
師
た
ち
が
用
い
て
い
る
病

名
は
、
唐
代
の
孫
思
遡
四
百
四
病
を
定
め
、
そ
の
後
近
世
の
書
物
が
千
あ
ま
り
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
愚
昧
で
浅
は
か
な
行
為
で
あ

り
、
十
の
う
ち
一
つ
も
憶
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
憶
え
な
く
て
も
、
医
療
に
差
し
障
り
は
な
く
、
医
師
た
る
も
の
は
病
名
に
よ
っ
て
治
療
す
る
の

（
羽
）

で
は
な
い
）
。



日本医史学雑誌第47巻第2号 (2001）243

能
於
一
病
之
中
、
辨
明
衆
症
之
淵
源
？
」
（
後
世
の
医
者
は
、
疾
病
全
体
の
名
称
を
知
ら
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
そ
の
中
で
様
々
に
現
れ
る
症
状

（
㈹
）

の
根
元
を
、
ど
う
や
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
？
）
。
し
た
が
っ
て
、
臨
床
に
お
い
て
疾
病
の
予
後
を
正
確
に
判
断
で
き
る
と
い
う
こ

と
が
、
そ
の
医
師
が
最
高
の
臨
床
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
至
高
の
学
問
」
で
あ
る
と
、
彼
は
考
え
て
い
た
。
つ

ま
り
は
「
能
愈
病
之
非
難
、
知
病
之
必
愈
必
不
愈
為
難
」
（
疾
病
を
治
す
こ
と
が
難
し
い
の
で
は
な
く
、
疾
病
が
治
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
い
の
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。
「
不
論
軽
重
之
疾
、
一
見
即
能
決
其
死
生
難
易
、
百
無
一
失
者
、

此
則
学
問
之
極
功
」
（
疾
病
の
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
目
見
て
そ
の
死
生
難
易
を
判
断
し
て
、
百
の
う
ち
一
つ
と
し
て
間
違
い
が
な
い
の
が
、
至
高
の

（
妬
）

学
問
と
い
う
も
の
で
あ
る
）
・
病
名
の
研
究
は
、
医
学
研
究
が
必
ず
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
順
で
あ
る
。
も
し
も
現
象
（
已
然
）
だ
け
を
研

究
し
、
現
象
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
本
質
（
未
然
）
を
研
究
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
本
当
の
意
味
で
の
科
学
的
研
究
と
は
い
え
な
い
・
こ
の
よ

う
な
徐
霊
胎
の
観
点
は
、
後
世
、
医
学
が
発
展
し
て
い
く
中
で
実
証
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
所
以
然
（
理
性
的
思
惟
）
と
所
当
然
（
経
験
的
直
感
）
の
違
い

徐
霊
胎
は
、
医
学
研
究
に
お
い
て
は
、
「
所
以
然
（
な
ぜ
だ
ろ
う
？
）
」
を
研
究
す
る
よ
う
強
く
主
張
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
凡
読
書
議
論
、

必
審
其
所
以
然
之
故
、
而
更
精
思
、
歴
試
、
方
不
為
邪
説
所
誤
」
（
読
書
や
議
論
を
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
そ
の
原
因
を
探
り
、
更
に
厳
密
的
思
考

（
〃
）

と
試
験
を
繰
り
返
し
、
邪
説
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
も
指
摘
し
て
い
る
。
「
欲
治
病
者
、

必
先
識
病
之
名
、
而
後
求
其
病
之
所
生
、
治
其
所
由
生
、
又
当
辨
其
生
之
因
各
不
同
、
而
病
状
所
由
異
、
然
後
考
其
治
之
之
法
」
（
疾
病
を
治

療
す
る
に
は
、
ま
ず
病
名
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
疾
病
の
所
在
と
原
因
を
探
る
の
で
あ
る
。
そ
の
疾
病
が
発
生
し
た
原
因
や
、
そ
の
病

（
梱
）

情
が
現
れ
る
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
か
ら
治
療
法
を
考
え
る
と
よ
い
）
。
ま
た
彼
は
、
実
践
の
中
で
、
医
師
が
自
ら

の
治
療
を
点
検
す
る
手
順
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
「
治
病
之
法
、
必
宜
先
立
医
案
、
指
為
何
病
、
所
本
何
方
、
方
中
用
某
薬
専
治
某
症
、

其
論
説
本
之
何
書
、
服
此
薬
後
於
何
時
減
去
所
患
之
何
症
。
倫
或
不
験
、
必
求
所
以
不
験
之
故
、
而
更
思
必
効
之
法
。
或
所
期
之
効
不
応
、

反
有
他
効
、
必
求
所
以
致
他
効
之
故
。
或
反
増
他
症
、
或
病
反
重
、
則
必
求
所
以
致
害
之
故
」
（
治
療
を
す
る
に
は
、
ま
ず
医
案
を
参
照
し
、
そ
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と
こ
ろ
が
吉
益
東
洞
は
、
経
験
を
蓄
積
す
る
こ
と
の
み
を
強
調
し
、
あ
る
が
ま
ま
を
「
目
識
」
し
、
「
解
悟
」
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
そ

（
弧
）

の
原
因
の
研
究
を
排
除
し
た
。
彼
が
「
吾
党
…
・
・
・
又
不
論
其
所
以
然
」
（
我
が
流
派
は
．
：
そ
の
原
因
も
論
じ
な
い
）
と
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
彼
の
医
術
は
、
「
非
語
言
文
字
可
遼
諭
者
」
（
言
葉
や
文
字
で
は
教
え
ら
れ
な
い
も
の
）
で
あ
り
、
「
親
試
之
疾
灰
、
切
試
之
事
実
、
積

以
歳
月
、
則
目
識
神
契
、
自
然
可
了
会
芙
」
（
自
ら
試
し
て
み
た
事
実
が
幾
歳
月
も
蓄
積
す
れ
ば
、
神
契
を
目
の
当
た
り
に
す
る
よ
う
に
、
自
然
に
理

（
列
）

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
、
「
専
心
解
悟
」
す
る
よ
う
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
経
験
論
と
不
可
知

論
の
色
彩
の
濃
い
思
想
が
、
医
学
理
論
の
発
展
に
障
害
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
３
）
全
面
否
定
と
合
理
的
利
用
の
違
い

伝
統
理
論
と
仲
景
以
降
の
医
学
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
医
断
」
が
全
面
否
定
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
「
医
学
源
流
論
』
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
具
体
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
と
り
、
合
理
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
臓
服
経
絡
に
対
し
て
は
、
吉
益
東
洞
は
「
仲
景
未
尚
論
芙
、
無
益
於
治
病
也
」
（
仲
景
は
こ
れ
を
論
じ
た
こ
と
が
な
い
し
、
治
療
に
は
無
益
で

（
亜
）

あ
る
）
、
「
無
用
乎
治
美
、
是
以
不
取
也
」
（
治
療
に
は
無
用
で
あ
る
の
で
、
採
用
し
な
い
）
と
し
て
、
一
括
し
て
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

徐
霊
胎
は
、
臓
胴
経
絡
は
人
体
の
一
部
で
あ
り
、
臨
床
診
断
の
根
拠
に
な
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
疾
病
に
は
、
臓
脈
経
絡
に
分
類
し
て
治
療

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
、
分
類
す
る
必
要
の
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
一
概
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
の
で
、
ま
ず
は
各
種
疾
病
の
発
病
法

の
疾
患
が
何
病
で
あ
る
か
を
見
定
め
、
何
方
を
使
い
、
そ
の
処
方
の
中
の
ど
の
薬
が
ど
の
症
状
に
効
く
か
、
そ
の
論
説
が
も
と
も
と
ど
の
本
に
出
て
い
た

か
を
確
か
め
、
服
薬
後
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
で
ど
の
症
状
が
な
く
な
っ
た
か
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
効
か
な
い
場
合
は
、
な
ぜ
効
か

な
か
っ
た
か
を
探
り
、
必
ず
効
く
方
法
を
再
考
す
る
。
ま
た
期
待
し
た
効
果
が
現
れ
ず
、
ほ
か
の
効
果
が
現
れ
た
場
合
も
、
な
ぜ
そ
の
効
果
が
現
れ
た
か

（
栂
）

を
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
ほ
か
の
症
状
が
加
わ
っ
た
り
、
か
え
っ
て
増
悪
し
た
り
し
た
場
合
も
、
必
ず
そ
の
原
因
を
探
求
す
る
）
。
こ
の

よ
う
に
、
彼
は
、
医
学
研
究
に
は
反
復
検
証
、
つ
ま
り
「
歴
試
」
の
ほ
か
に
、
徴
密
な
科
学
的
理
性
的
思
索
、
「
精
思
」
が
必
要
だ
と
考
え
て

ユ
ア
一
○

１
Ｖ
羊
ノ
ハ
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こ
れ
に
対
し
、
徐
霊
胎
も
脈
診
の
複
雑
さ
を
充
分
に
認
識
し
、
こ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
蓋
脈
之
変
遷
無
定
、
或
有
卒
中
之
邪
、
未

即
通
子
経
絡
、
而
脈
一
時
未
変
者
。
或
病
軽
而
不
能
現
干
脈
者
。
或
有
沈
痘
之
疾
、
久
而
与
気
血
相
井
、
一
時
難
辨
其
軽
重
者
。
或
有
依
経

傳
変
、
流
動
無
常
、
不
可
執
一
時
之
脈
、
而
定
其
是
非
者
」
（
脈
の
変
遷
は
一
定
せ
ず
、
卒
中
の
邪
が
あ
っ
て
も
、
ま
だ
経
絡
に
達
し
て
い
な
か
っ
た

り
、
そ
の
時
だ
け
脈
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
り
す
る
。
ま
た
疾
病
が
軽
い
た
め
に
脈
に
現
れ
な
か
っ
た
り
、
持
病
が
脈
に
現
れ
た
り
、
疾
患
が
長
引
い
て
気

血
両
方
が
犯
さ
れ
た
た
め
に
一
時
的
に
軽
重
が
区
別
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
あ
る
い
は
経
に
沿
っ
て
伝
変
し
、
動
き
回
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
の
瞬

遅
数
滑
滴
だ
け
で
あ
り
、

る
に
値
し
な
い
）
と
し
、

（
別
）

よ
う
主
張
し
て
い
る
。

則
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
「
識
病
之
人
、
当
直
指
其
病
在
何
臓
何
朏
、
何
筋
何
骨
、
何
経
何
絡
、
或
傳
或
不
傳
、
其
傳

以
何
経
始
、
以
何
経
終
。
其
言
歴
々
可
験
、
則
医
之
明
者
美
」
（
疾
病
を
認
識
す
る
に
は
、
そ
の
病
が
ど
の
臓
肺
に
あ
る
の
か
、
ど
の
筋
骨
に
あ
る

の
か
、
ど
の
経
絡
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
伝
変
す
る
の
か
し
な
い
の
か
、
伝
変
す
る
と
す
れ
ば
、
何
経
か
ら
始
ま
り
何
経
で
終
わ
る
の
か
を
指
摘
し
な

（
弱
）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
言
葉
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
実
証
さ
れ
れ
ば
、
医
術
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
。
徐
霊
胎
が
臓
肪
経
絡
を
肯
定

し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
疾
病
研
究
を
出
発
点
と
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

脈
診
に
対
し
て
も
、
吉
益
東
洞
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
否
定
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
医
謂
人
身
之
有
脈
、
猶
地
之
有
経
水
也
。
知
平
生

之
脈
、
病
脈
梢
梢
可
知
也
。
而
知
其
平
生
之
脈
者
、
十
之
一
二
耳
」
「
越
人
之
為
方
也
、
不
待
切
脈
、
望
色
明
声
写
形
言
病
之
所
在
、
可
以
見

已
」
「
謂
五
動
或
五
十
動
、
候
五
臓
之
気
者
、
妄
甚
美
。
如
其
浮
沈
遅
数
滑
漕
、
僅
可
辨
之
耳
、
三
指
之
間
、
焉
能
辨
所
謂
二
十
七
脈
者
哉
」

（
人
体
に
脈
が
あ
る
の
は
、
地
に
水
系
が
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
普
段
の
脈
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
少
し
は
病
脈
が
わ
か
る
が
、
普
段
の
脈
を
知
っ
て
い

る
な
ど
は
、
十
人
の
う
ち
一
、
二
人
だ
け
で
あ
る
）
、
（
越
人
が
処
方
を
立
て
る
と
き
に
は
、
脈
診
な
ど
は
せ
ず
、
患
者
の
姿
や
声
を
診
断
す
る
だ
け
で
、

疾
病
の
所
在
を
言
い
当
て
た
）
、
（
五
動
や
五
十
動
で
五
臓
の
気
を
診
断
す
る
な
ど
と
言
う
の
は
、
妄
言
の
極
み
で
あ
る
。
区
別
で
き
る
の
は
、
た
だ
浮
沈

遅
数
滑
滴
だ
け
で
あ
り
、
三
指
の
問
に
、
二
十
七
脈
な
ど
区
別
で
き
る
は
ず
が
な
い
）
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
、
「
脈
之
不
足
以
証
也
」
（
脈
は
証
と
す

る
に
値
し
な
い
）
と
し
、
臨
床
診
断
に
は
、
「
先
証
而
不
先
脈
、
先
腹
而
不
先
証
」
（
脈
よ
り
も
証
を
優
先
さ
せ
、
証
よ
り
も
腹
診
を
優
先
さ
せ
る
）
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間
の
脈
に
と
ら
わ
れ
て
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
）
。
し
た
が
っ
て
臨
床
に
お
い
て
は
、
脈
は
あ
っ
て
い
る
が
症
が
違
う
も
の
、
症
が
合
っ
て
い
る

が
脈
が
違
う
も
の
な
ど
が
あ
り
、
「
故
以
脈
為
可
尭
、
而
脈
亦
有
為
不
足
莞
」
（
し
た
が
っ
て
脈
は
信
頼
で
き
る
が
、
時
に
は
信
頼
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
）
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
徐
霊
胎
は
、
脈
だ
け
で
疾
病
を
鑑
別
し
よ
う
と
す
る
説
を
否
定
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
病
之
名
有
万
、
而

脈
之
象
不
過
数
十
種
、
且
一
病
而
数
十
種
之
脈
、
無
不
可
見
、
何
能
診
脈
而
即
知
其
何
病
？
此
皆
推
測
偶
中
、
以
此
欺
人
也
」
（
疾
病
の
名
称

は
万
と
あ
る
の
に
、
脈
象
は
数
十
種
類
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
一
つ
の
疾
病
の
過
程
で
も
、
必
ず
数
十
種
類
の
脈
が
現
れ
る
の
で
、
脈
診
に
よ
っ
て
何
病

で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
単
に
推
測
が
た
ま
た
ま
当
た
っ
た
こ
と
を
振
り
か
ざ
し
て
、
人
を
欺
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
）
。

そ
し
て
彼
は
、
こ
う
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
脈
診
は
疾
病
鑑
別
の
た
め
の
診
断
方
法
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
「
必
以
望
聞
問
三
者
合
而
参
観
之
、

亦
百
不
失
一
美
」
（
必
ず
望
間
問
の
三
つ
を
あ
わ
せ
て
、
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
万
が
一
に
も
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
）
。
ま
た
脈
象
の
分
析
は
、
具

体
的
な
疾
病
の
進
行
状
況
に
沿
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
「
不
按
其
症
、
而
徒
講
其
脈
、
則
講
之
愈
密
、
失
之
愈
遠
」
（
症
に
基
づ
か
ず
、
い
た

今
”
）

ず
ら
に
脈
ば
か
り
を
論
じ
て
い
た
の
で
は
、
論
じ
れ
ば
論
じ
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
か
け
離
れ
て
し
ま
う
）
・

疾
病
は
多
様
で
複
雑
で
あ
る
の
で
、
医
学
を
一
つ
の
学
説
や
一
つ
の
療
法
の
中
に
閉
じ
こ
め
て
お
く
こ
と
は
で
き
ず
、
博
く
い
に
し
え
の

教
え
を
受
け
入
れ
て
い
く
と
い
う
態
度
が
必
要
で
あ
る
。
『
医
学
源
流
論
」
が
完
成
し
た
七
年
後
の
一
七
六
四
年
、
徐
霊
胎
は
、
弁
病
専
治
思

想
を
説
く
重
要
な
著
書
で
あ
る
、
「
蘭
台
軌
範
』
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
著
書
は
、
全
編
を
通
じ
て
疾
病
そ
の
も
の
を
論
じ
る
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
お
り
、
各
疾
病
ご
と
に
、
ま
ず
漢
唐
時
代
の
病
因
認
識
を
収
録
し
て
い
る
。
「
首
《
内
経
》
、
次
《
金
置
》
《
傷
寒
》
、
次
《
病
源
》
《
千

金
》
《
外
台
》
、
宋
以
后
亦
間
有
采
者
」
（
ま
ず
は
「
内
経
」
、
次
に
「
金
置
」
、
一
傷
寒
』
、
次
に
『
病
源
』
、
『
千
金
』
、
『
外
台
』
を
掲
載
し
、
そ
の
間
に

宋
時
代
の
も
の
も
加
え
て
い
る
）
。
次
に
專
治
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
内
服
薬
あ
り
、
外
治
法
あ
り
で
、
漢
唐
代
の
処
方
以
外
に
も
、
宋
代
の
「
精

（
開
）

実
切
病
者
」
（
疾
病
に
適
応
す
る
実
用
的
な
）
処
方
を
、
古
方
の
後
に
加
え
て
い
る
。
臨
床
疾
病
分
類
学
の
全
書
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ

る
○

一
方
吉
益
東
洞
は
経
験
主
義
の
立
場
を
と
り
、
基
本
的
に
は
先
人
の
著
作
全
て
を
否
定
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
「
霊
枢
』
、
『
素
問
』
、
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徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
の
二
人
の
間
に
驚
く
ほ
ど
の
共
通
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
早
く
か
ら
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
気
づ
か
れ
て
い
た
。
た
と

え
ば
日
本
の
学
者
で
あ
る
三
上
章
瑞
は
、
こ
う
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
清
代
の
徐
霊
胎
が
「
傷
寒
論
類
方
」
を
著
し
た
の
は
、
乾
隆
二
十
四

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
医
学
思
想
上
に
お
け
る
徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
の
相
違
点
は
、
疾
病
の
本
質
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
か
ど
う
か
、
理
性

的
思
索
を
し
よ
う
と
し
た
か
ど
う
か
、
そ
し
て
伝
統
的
な
医
学
理
論
や
経
験
に
ど
う
対
処
し
た
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
公
平
に
見
れ
ば
、
徐

霊
胎
の
認
識
が
完
全
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
吉
益
東
洞
の
観
点
は
明
ら
か
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
。
実
際
、
吉
益
東
洞
の
こ
の
よ
う
な
問
題
点

は
、
当
時
の
有
識
者
た
ち
を
驚
か
せ
、
彼
の
説
に
修
正
を
加
え
て
い
る
。
彼
の
息
子
、
吉
益
南
涯
が
創
り
あ
げ
た
「
気
血
水
論
」
が
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
後
世
の
和
田
東
郭
、
浅
田
宗
伯
ら
を
代
表
と
す
る
折
衷
派
医
学
や
近
代
漢
方
も
、
吉
益
東
洞
の
医
学
を
修
正
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
発
展
し
て
い
る
。

「
難
経
」
は
み
な
「
偽
作
」
で
あ
り
、
「
神
農
本
草
経
』
に
は
「
妄
説
が
多
く
、
取
る
に
足
り
な
い
」
し
、
『
傷
寒
論
』
、
『
金
置
要
略
」
は
「
方

剤
雑
出
、
失
本
色
者
往
往
有
之
。
且
世
暹
時
移
、
謬
誤
錯
乱
、
：
．
…
不
可
不
択
」
（
方
剤
が
繁
雑
で
あ
り
、
中
に
は
本
来
の
意
味
を
失
っ
た
も
の
も

混
じ
っ
て
い
る
。
し
か
も
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
混
乱
と
錯
誤
が
深
ま
り
、
…
一
部
切
り
捨
て
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
）
し
、
後
世
の
注
釈
家
に

い
た
っ
て
は
、
皆
「
牽
強
附
会
、
不
可
従
也
」
（
牽
強
付
会
で
、
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
）
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
そ
し
て
『
千
金
」
、
「
外
台
」

全
ｗ
）

の
方
剤
は
、
「
其
可
取
者
、
不
過
数
方
而
已
」
（
採
用
で
き
る
も
の
は
、
数
方
に
す
ぎ
な
い
）
と
い
う
。

ま
た
徐
霊
胎
は
、
鍼
灸
、
按
摩
、
導
引
、
潟
血
な
ど
の
外
治
法
や
、
心
理
療
法
を
取
り
入
れ
る
よ
う
提
唱
し
、
当
時
の
「
只
以
一
煎
方
為

（
詔
）

治
」
（
一
つ
の
煎
じ
薬
だ
け
で
治
療
す
る
）
と
い
う
傾
向
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
吉
益
東
洞
は
、
こ
れ
ら
の
治
療
法
を
ま
だ
重
視
し

て
は
い
な
か
っ
た
。

四
、
両
者
の
共
通
点
と
相
違
点
が
生
ま
れ
た
原
因
に
つ
い
て
の
分
析
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年
で
あ
り
、
吉
益
翁
が
「
医
断
』
を
著
し
た
の
は
、
宝
暦
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
時
期
は
異
な
る
が
、
期
せ
ず
し
て
復
古
を
は
か
ろ
う
と
し

（
弱
）

た
の
は
時
運
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
。
十
八
世
紀
の
中
国
と
日
本
は
、
ど
ち
ら
も
学
術
思
想
上
の
揺
動
期
に
あ

っ
た
。
中
国
で
は
、
明
未
清
初
に
興
っ
た
実
学
思
想
が
復
古
を
呼
び
か
け
、
空
疎
な
宋
明
理
学
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
医
学

界
で
も
漢
唐
医
学
を
再
評
価
す
る
方
向
に
転
換
し
て
い
き
、
医
学
自
身
の
研
究
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
先
人
の
実
践
経
験
を
整

理
し
、
空
談
で
は
な
く
、
実
効
性
の
あ
る
議
論
を
す
る
な
ど
、
医
学
界
の
風
気
は
一
変
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
、
古
医
学
を
唱
導
す

る
多
く
の
医
学
者
た
ち
が
現
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
徐
霊
胎
は
こ
の
よ
う
な
気
運
を
代
表
す
る
最
も
著
名
な
医
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

一
方
日
本
に
お
い
て
も
、
儒
学
は
同
じ
よ
う
な
変
革
の
途
次
に
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
吉
益
東
洞
に
代
表
さ
れ
る
医
学
者
た
ち
が
、

陰
陽
五
行
学
説
を
理
論
工
具
と
す
る
金
元
医
学
の
紐
帯
を
断
ち
切
り
、
臨
床
上
の
事
実
に
も
と
づ
く
実
践
的
な
医
学
体
系
を
構
築
し
よ
う
と

し
た
。
つ
ま
り
、
徐
霊
胎
も
吉
益
東
洞
も
、
医
学
界
に
お
け
る
時
代
の
革
命
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
二
人
は
、
同
じ
時
代
に
生
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
学
術
上
の
主
張
を
し
た
と
い
う
点
で
、
い
わ
ゆ
る
「
異
域
同
心
」
で
あ
っ
た
。
徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
は
方
証
と

薬
物
機
能
の
研
究
を
重
視
し
、
臨
床
現
象
の
観
察
と
分
類
を
重
視
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
明
ら
か
な
近
代
科
学
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
彼
ら
が
古
医
学
を
提
唱
し
た
目
的
は
、
あ
る
日
本
の
学
者
が
言
っ
た
よ
う
に
、
「
医
学
の
衰
退
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は

（
帥
）

医
学
の
自
然
科
学
化
で
あ
っ
た
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
事
実
は
、
一
八
世
紀
の
世
界
に
お
い
て
、
東
方
に
出
現
し
た
科
学
的

し
か
し
、
両
者
の
学
術
上
の
差
違
も
ま
た
、
明
ら
か
だ
っ
た
。
い
わ
ば
徐
霊
胎
の
医
学
は
懐
が
深
く
、
吉
益
東
洞
の
医
学
は
純
粋
で
鋭
利

で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
徐
霊
胎
は
基
礎
と
精
思
、
原
因
の
探
求
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
吉
益
東
洞
は
、
技
術
と
実
証
、

そ
し
て
あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
強
調
し
た
。
徐
霊
胎
は
う
ま
く
折
衷
し
、
吉
益
東
洞
は
極
端
へ
と
走
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
原
因
は
、
何

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
回
答
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
主
に
各
自
の
背
景
と
な
る
伝
統
文
化
、
人
材
観
、

学
術
上
の
個
性
の
、
三
つ
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
て
い
こ
う
。

精
神
の
閃
光
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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中
国
医
学
に
は
、
悠
久
の
歴
史
が
あ
り
、
豊
か
な
伝
統
文
化
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
陰
陽
五
行
学
説
や
臓
肺
経
絡
学
説
な
ど
は
、
す

べ
て
生
活
実
践
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
人
自
身
が
感
受
し
体
験
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
鍼
灸
湯
液
な
ど
の
伝
統
的
療
法
や
、

そ
れ
に
伴
う
病
名
や
病
因
に
対
す
る
認
識
は
、
そ
れ
自
体
も
長
い
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
中
国
人
に
と
っ
て
は
、
特
に
徐
霊
胎
の
よ
う

な
儒
医
に
と
っ
て
は
、
医
学
理
論
を
論
じ
る
こ
と
は
造
作
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
文
化
に
は
、
中
国
の
よ
う
な
悠
久
の
歴
史

は
な
く
、
中
医
学
が
晴
代
に
導
入
さ
れ
て
以
来
、
吉
益
東
洞
の
時
代
で
も
、
わ
ず
か
千
年
足
ら
ず
の
歴
史
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
日
本

は
島
国
な
の
で
、
気
候
風
土
も
大
陸
と
は
違
い
、
飲
食
習
慣
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
中
医
学
が
広
範
な
民
間
医
学
と
い
う
土

壌
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
と
は
違
い
、
日
本
導
入
以
来
、
中
医
学
は
、
一
貫
し
て
宮
廷
医
学
あ
る
い
は
貴
族
の
た
め
の
医
学
と
し
て
存
在
し

て
い
た
。
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
人
口
の
増
加
と
都
市
化
の
進
行
と
と
も
に
、
市
民
階
層
が
拡
大
し
、
医
療
に
対
す
る
社
会
的
要
求

が
高
ま
っ
た
の
で
、
医
学
は
大
衆
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
中
国
文
化
の
色
彩
の
濃
い
中
医
学

理
論
で
は
、
医
学
の
伝
播
と
普
及
に
支
障
を
来
す
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
吉
益
東
洞
の
繁
雑
を
さ
け
た
簡
便
な
方
法

の
出
現
は
、
当
時
の
医
学
界
で
は
当
然
の
反
応
で
あ
っ
た
。
現
に
、
当
時
古
医
学
を
提
唱
し
、
中
医
学
の
改
革
を
推
進
し
た
医
学
者
は
多
く
、

名
古
屋
玄
医
二
六
二
八
’
一
六
九
六
）
、
後
藤
艮
山
（
一
六
五
九
’
一
七
三
三
）
、
香
川
修
庵
二
六
八
三
’
一
七
五
五
）
、
山
脇
東
洋
（
一
七
○
五

’
一
七
六
二
）
、
永
富
独
哺
庵
（
一
七
三
二
’
一
八
七
○
）
、
中
神
琴
渓
（
一
七
四
三
’
一
八
三
三
）
な
ど
が
い
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
は
吉
益
東
洞
の

医
学
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
日
本
風
の
色
合
い
を
強
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（
２
）
人
材
観

徐
霊
胎
は
、
屋

問
ま
で
遡
り
、
モ

一
万
巻
余
り
」
存

（
１
）
伝
統
文
化

儒
学
者
か
ら
医
者
に
な
っ
た
の
で
、
医
学
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
は
、
広
範
な
知
識
を
渉
猟
し
た
。
そ
し
て
「
上
は
霊
枢
、
素

下
は
漢
唐
の
支
流
派
に
至
る
ま
で
」
と
い
う
よ
う
に
、
五
十
年
の
間
に
、
「
繕
い
た
書
籍
は
千
巻
余
り
、
目
を
通
し
た
書
籍
は

に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
広
範
な
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
、
彼
は
医
学
の
発
展
の
た
め
に
深
く
考
察
し
、
人
に
優
れ
た
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見
解
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
医
学
と
は
何
よ
り
も
一
つ
の
学
問
の
分
野
で
あ
り
、
単
な
る
技
術
で
は
な
い
し
、
ま

し
て
や
生
計
の
手
段
で
も
な
い
。
当
時
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
「
衣
食
を
得
る
た
め
の
」
薮
医
者
た
ち
を
見
て
、
徐
霊
胎
は
深
く

（
価
）

憂
慮
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
最
も
望
ん
で
い
た
の
は
、
「
偉
人
」
や
「
奇
才
」
と
い
わ
れ
る
人
で
、
医
学
の
研
究
に
従
事
す
る
人
材
が
大
量
に

現
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
徐
霊
胎
の
理
想
は
、
こ
れ
ら
の
人
材
が
、
な
に
よ
り
も
「
聡
明
敏
哲
」
（
聡
明
で
明
哲
）
で
あ
り
、
「
淵
博
通

達
」
（
博
く
物
事
に
通
じ
て
お
り
）
、
「
虚
懐
霊
変
」
（
虚
心
坦
懐
で
融
通
が
き
き
）
、
「
勤
学
善
記
」
（
勤
勉
で
記
憶
力
が
よ
く
）
、
「
精
鑑
確
識
」
（
鑑
別

的
で
見
識
が
あ
り
）
、
い
わ
ゆ
る
「
具
過
人
之
質
、
通
人
之
識
」
（
人
に
優
れ
た
資
質
を
持
ち
、
し
か
も
人
事
に
通
じ
て
い
る
）
人
で
、
そ
の
人
材
が

（
舵
）

「
屏
去
俗
事
、
専
心
数
年
、
更
得
師
之
傳
授
」
（
俗
事
を
遠
ざ
け
て
専
心
す
る
こ
と
数
年
に
し
て
、
師
の
伝
授
を
授
け
ら
れ
る
）
と
い
う
よ
う
な
養
成

過
程
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
材
モ
デ
ル
を
設
定
し
た
か
ら
こ
そ
、
徐
霊
胎
は
基
礎
を
強
調
し
、
博
覧
を
強
調
し
、
精
思
を

強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
徐
霊
胎
の
家
庭
環
境
を
見
て
み
る
と
、
彼
の
家
は
裕
福
だ
っ
た
の
で
、
医
者
と
な
っ
た

の
は
、
そ
れ
を
職
業
に
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
人
の
た
め
に
疾
病
を
治
療
し
た
り
、
医
学
を
研
究
す
る
事
が
目
的
で
あ
り
、
好
奇
心
を
満
足

さ
せ
、
未
知
の
世
界
を
探
求
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
医
学
は
、
す
で
に
一
般
の
医
者
が
望
む
べ
く
も
な
い
境
地
に
到
達
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
医
学
を
、
後
世
の
人
々
は
こ
う
評
価
し
て
い
る
。
「
洞
渓
先
生
医
学
超
越
前
後
、
百
余
年
来
傳
其
術
者

（
侭
）

絶
少
」
（
泗
渓
先
生
の
医
学
は
超
越
し
て
お
り
、
百
余
年
来
そ
の
技
術
を
伝
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
）
。
徐
霊
胎
の
よ
う
な
純
粋
な
中
医
学
者

は
、
中
国
医
学
史
上
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。

吉
益
東
洞
も
ま
た
、
多
く
の
書
物
を
博
覧
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
彼
は
「
寒
夜
避
炉
、
以
慎
其
眠
、
蚊
整
攻
身
、

以
戒
其
眠
、
読
素
霊
難
経
百
家
之
書
、
研
究
精
論
」
（
寒
夜
に
炉
を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
眠
気
を
防
ぎ
、
蚊
に
体
を
刺
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
眠

（
別
）

気
を
防
ぎ
な
が
ら
、
素
間
霊
枢
、
難
経
な
ど
多
く
の
書
籍
を
読
み
、
優
れ
た
理
論
を
研
究
し
た
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
医
学
に
対

す
る
理
解
力
と
洞
察
力
は
、
徐
霊
胎
に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、
当
時
の
医
学
界
の
「
医
人
皆
舍
事
実
、
而
談

空
理
、
以
焚
惑
后
進
」
（
皆
事
実
を
捨
て
去
り
、
空
理
空
論
だ
け
で
後
進
を
惑
わ
せ
て
い
る
）
、
「
数
弊
相
承
、
壊
乱
極
芙
」
（
多
く
の
弊
害
が
重
な
り
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（
妬
）

合
っ
て
、
混
乱
の
極
み
で
あ
る
）
と
い
う
状
況
を
憤
り
、
「
継
絶
迩
、
興
廃
道
」
（
途
絶
し
廃
れ
た
道
を
再
興
す
る
）
こ
と
を
、
一
生
の
目
標
と
定
め
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
厳
格
に
言
え
ば
、
吉
益
東
洞
が
復
興
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
「
疾
医
の
道
」
は
、
素
朴
で
原
始
的
な
経
験
医
学
の
一
つ

で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
方
薬
応
用
の
技
術
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
彼
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
医
之
学
也
、
方
焉
耳
」
（
医
学
の
道
は
、
方
の

（
脆
）

み
）
、
「
薬
論
者
、
医
之
大
本
、
究
其
精
良
、
終
身
之
業
也
」
（
薬
論
は
、
医
学
の
大
本
で
あ
り
、
そ
の
精
華
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
生
涯
を
か
け
た

（
師
）

業
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
疾
医
の
道
」
が
簡
便
で
通
俗
的
で
あ
っ
た
た
め
に
、
社
会
の
要
求
に
適
応
し
、
多
く
の

求
学
者
た
ち
の
目
を
引
き
つ
け
た
。
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
時
「
従
瀞
而
受
業
者
多
実
、
上
堂
入
室
百
有
数
人
」
（
教
え
を
受
け
に
遊
学

（
㈱
）

し
て
く
る
も
の
が
多
く
、
堂
内
に
は
百
人
あ
ま
り
も
の
人
が
入
っ
た
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
短
時
間
の
間
に
初
学
者
に
医
学
を
伝
授
す
る
に
は
、

方
薬
の
応
用
技
術
を
提
示
し
、
あ
る
が
ま
ま
の
経
験
を
示
し
、
実
証
性
の
高
い
腹
証
を
強
調
す
る
の
が
、
間
違
い
な
く
最
良
の
選
択
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
徐
霊
胎
と
は
違
い
、
吉
益
東
洞
の
伝
道
の
目
的
は
、
「
奇
才
」
や
「
偉
人
」
を
育
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
市
民
階
層
の
た

め
に
従
事
す
る
医
師
た
ち
を
、
速
や
か
か
つ
大
量
に
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
晩
年
こ
う
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
今
也
、
四
方
之

生
徒
、
受
業
而
帰
者
、
皆
施
斯
術
於
其
邦
、
則
疾
医
之
道
、
已
行
子
海
内
。
二
三
子
益
憤
俳
悴
礪
、
續
翼
余
業
、
以
傳
之
天
下
后
世
、
余
錐

死
焉
、
尚
不
死
也
、
豈
不
愉
快
哉
？
」
（
今
は
四
方
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、
医
学
を
学
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
に
帰
り
医
療
を
施
し
て
い
る
の
で
、
疾

医
の
道
は
、
国
中
に
広
ま
っ
て
い
る
。
門
人
の
中
に
は
、
切
硅
琢
磨
に
耐
え
き
れ
ず
、
ほ
か
の
職
業
に
就
く
者
も
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
医
学
を
天
下
に
、

（
的
）

そ
し
て
後
世
に
伝
え
れ
ば
、
私
が
死
ん
だ
と
し
て
も
、
私
の
業
績
は
死
な
な
い
。
な
ん
と
愉
快
で
は
な
い
か
）
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
益
東
洞
は
、
自
分

の
事
業
に
満
足
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
３
）
人
格

徐
霊
胎
は
、
華

が
あ
っ
た
が
、
砦

上
京
し
、
そ
の
右

は
、
若
い
う
ち
か
ら
科
挙
を
軽
視
し
、
儒
学
者
の
道
を
捨
て
、
医
学
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
心
の
う
ち
に
は
反
逆
心

が
、
学
者
ら
し
い
お
っ
と
り
と
し
た
気
風
は
失
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
清
朝
皇
帝
に
対
し
て
は
忠
誠
心
を
守
り
、
二
度
に
わ
た
っ
て

そ
の
力
を
示
し
て
い
る
。
一
七
七
一
年
（
乾
隆
三
十
六
年
）
、
彼
は
体
力
の
限
界
を
知
り
な
が
ら
、
病
を
お
し
て
招
請
に
応
じ
、
最
後



黄埋：徐霊胎と吉益東洞 252

と
こ
ろ
が
吉
益
東
洞
が
置
か
れ
た
状
況
は
、
こ
れ
と
は
正
反
対
で
あ
っ
た
。
彼
の
過
激
な
学
説
は
、
当
時
の
医
学
界
の
大
き
な
関
心
を
集

め
、
こ
れ
を
信
奉
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
疑
問
を
呈
す
る
も
の
も
あ
り
、
反
対
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
彼
は
晩
年
、
こ
う
慨
嘆
し
て
い
る
。

「
余
為
天
下
后
世
、
尽
心
力
、
焦
唇
舌
、
建
言
疾
医
之
道
、
人
疑
而
未
信
、
拒
而
避
之
。
咄
嵯
、
天
下
無
不
瘻
之
疾
、
奈
天
下
無
尽
其
疾
之
人

何
？
天
下
無
不
尽
之
命
、
奈
天
下
無
安
其
命
之
人
何
？
」
（
余
は
天
下
と
後
世
の
た
め
に
心
を
砕
き
、
言
葉
を
尽
く
し
て
疾
医
の
道
を
説
い
て
き
た

が
、
人
は
こ
れ
を
疑
っ
て
信
じ
ず
、
拒
絶
し
て
き
た
。
あ
あ
、
天
下
に
治
ら
な
い
疾
病
な
ど
は
な
い
の
に
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
病
人
を
ど
う
し
よ
う
と

（
渦
）

い
う
の
か
？
ま
た
天
下
に
尽
き
る
こ
と
の
な
い
命
な
ど
な
い
の
に
、
そ
の
命
を
全
う
す
る
人
が
い
な
い
の
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
）
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
し
、
吉
益
東
洞
の
反
逆
心
と
反
抗
心
と
は
、
鮮
明
で
あ
っ
た
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
延
享
元
年
、
当
時
貧
困
の
た
め
飢
え
死
に
寸

前
の
吉
益
東
洞
は
、
佐
倉
侯
に
侍
医
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
「
貧
困
は
武
士
の
常
で
あ
り
、
成
否
は
天
命
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
出
仕
を
辞

（
沁
）
（
、
）

退
し
て
い
る
。
ま
た
明
和
六
年
に
も
、
中
津
侯
に
俸
禄
五
百
石
で
侍
医
に
招
請
さ
れ
た
が
、
や
は
り
断
っ
て
行
か
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
人
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
風
や
学
風
に
一
定
の
影
響
を
与
え
、
と
も
に
復
古
を
呼
び
か
け
て
は
い
る
が
、
そ
の
方
法

に
は
い
く
ら
か
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
い
わ
ば
徐
霊
胎
は
改
良
型
で
あ
り
、
吉
益
東
洞
は
、
革
命
的
で
あ
り
、
一
方
は
穏
和
で
あ
り
、
一
方

は
過
激
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
方
式
の
違
い
が
社
会
に
与
え
る
影
響
も
、
同
じ
で
は
あ
り
得
な
い
。
徐
霊
胎
は
、
晩
年
感
慨
深
げ

に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
「
半
生
攻
苦
、
錐
有
著
述
幾
種
、
皆
統
談
医
学
、
無
驚
心
動
塊
之
語
、
足
令
人
諮
然
開
悟
」
（
半
生
は
苦
学
し
、
い
く

（
だ
）

っ
か
の
著
述
を
著
し
た
が
、
皆
医
学
を
論
じ
た
も
の
ば
か
り
で
、
人
を
動
転
さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
や
、
諮
然
と
し
て
開
悟
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
）
。

そ
こ
で
つ
い
に
一
七
六
七
年
（
乾
隆
三
十
二
年
）
、
「
驚
心
動
塊
」
の
『
慎
疾
謁
言
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
言
辞
と
口
吻
は
非
常
に
尖
鋭
な
も
の

で
あ
っ
た
。
想
像
す
る
に
、
当
時
の
徐
霊
胎
は
、
未
だ
に
好
転
し
な
い
医
学
界
の
現
状
を
見
据
え
、
焦
燥
感
に
も
似
た
深
い
憂
慮
の
中
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
彼
の
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
医
学
界
全
体
を
急
激
に
変
革
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

ブ

タ
○

は
北
京
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
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そ
の
鮮
烈
な
学
術
は
、
最
後
に
は
人
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
様
子
を
、
水
野
清
氏
は
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
昔
東
洞

先
生
於
五
運
六
気
之
説
盛
行
之
世
、
卓
然
独
従
事
千
古
医
方
、
不
顧
笑
侮
、
人
側
目
視
之
、
久
之
海
内
摩
然
従
之
」
（
昔
、
五
運
六
気
説
が
盛
ん

だ
っ
た
世
の
中
で
、
東
洞
先
生
は
、
人
々
の
あ
ざ
け
り
や
蔑
視
を
も
顧
み
ず
、
超
然
と
し
て
古
医
方
に
従
事
し
、
や
が
て
国
中
が
そ
れ
に
座
い
て
い
っ
た

（
利
）

の
で
あ
る
）
。
吉
益
東
洞
の
、
こ
の
よ
う
に
行
き
過
ぎ
た
や
り
方
は
、
日
本
漢
方
が
中
国
医
学
の
影
響
下
か
ら
脱
却
し
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ

る
の
を
促
し
た
。
ま
さ
に
大
塚
敬
節
先
生
が
言
う
よ
う
に
、
「
中
国
医
学
の
日
本
医
学
へ
の
脱
皮
は
、
曲
直
瀬
道
三
に
始
ま
り
、
吉
益
東
洞
で

（
巧
）

完
成
し
た
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
は
、
国
土
こ
そ
違
え
、
同
じ
よ
う
な
歴
史
的
時
期
に
、
と
も
に
古
医
学
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
証
的
精
神

と
実
践
思
想
を
強
調
し
、
臨
床
に
お
い
て
方
薬
応
用
を
研
究
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
共
通
点
は
、
十
八
世
紀
、
東
方
に
出
現
し

た
科
学
的
精
神
の
閃
光
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
両
者
の
問
に
は
、
医
学
全
体
に
対
す
る
認
識
に
い
く
ら
か
の
相
違
点
が
あ

り
、
そ
れ
は
、
已
然
と
未
然
の
違
い
で
あ
り
、
あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
原
因
を
探
ろ
う
と
す
る
姿
勢
の
違
い
で
あ
り
、

全
面
否
定
と
合
理
的
利
用
の
違
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
疾
病
の
本
質
を
研
究
し
よ
う
と
し
た
か
ど
う
か
、
理
性
的
思
索
を
し
よ
う
と
し
た
か

ど
う
か
の
違
い
で
あ
り
、
伝
統
的
な
医
学
理
論
と
経
験
を
ど
う
扱
う
か
に
つ
い
て
の
意
見
の
違
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
差
違
が
生
ま
れ

た
原
因
は
複
雑
で
あ
る
が
、
中
日
両
国
の
伝
統
文
化
の
違
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
材
観
、
人
格
と
不
可
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
は
研
究
領
域
が
接
近
し
て
お
り
、
学
術
思
想
も
似
通
っ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
、
十
八
世
紀
の
中
日
両
国
の
医
学
史
を

比
較
研
究
す
る
上
で
の
格
好
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

結

三五
口口
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本
文
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
指
導
教
官
で
あ
る
酒
井
シ
ヅ
教
授
に
、
懇
切
な
る
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
北
里
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽

戸
洋
先
生
の
温
か
い
援
助
や
、
中
国
伝
統
医
学
研
究
所
の
加
藤
久
幸
先
生
と
東
洋
学
術
出
版
社
の
山
本
勝
曠
社
長
の
力
強
い
励
ま
し
や
、
同
研
究
室

の
陶
恵
寧
先
生
、
郭
秀
梅
女
史
ほ
か
、
同
学
者
の
皆
さ
ん
の
援
助
に
対
し
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
皿
）

（
Ⅱ
）

（
皿
）

（
過
）

（
Ｍ
）

（
鴫
）

（
１
）

、
〆

（
２
） 謝

辞
註の

有
名
な
医
学
家
で
あ
る
。

前
掲
文
献
（
８
）

前
掲
文
献
（
昭
）

前
掲
文
献
（
３
）

前
掲
文
献
（
４
）
、
二
四
六
頁

前
掲
文
献
（
３
）

前
掲
文
献
（
４
）
、
二
四
七
頁

前
掲
文
献
（
３
）

前
掲
文
献
（
４
）
、
二
四
五
頁

尾
台
椿
堂
「
類
聚
方
広
義
・
題
言
』
、
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
五
七
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○

前
掲
文
献
（
３
）

徐
霊
胎
「
傷
寒
論
類
方
』
、
徐
大
椿
医
書
全
集
、
二
二
九
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八

吉
益
東
洞
「
類
聚
方
」
、
東
洞
全
集
、
二
六
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

張
仲
景
「
傷
寒
雑
病
論
』
四
七
頁
、
東
洋
学
術
出
版
社
、
東
京
、
二
○
○
○

徐
霊
胎
二
六
九
三
～
一
七
七
一
）
、
名
は
大
椿
、
晩
号
は
洞
溪
老
人
。
中
国
江
蘇
省
呉
江
の
人
。
清
代
の
有
名
な
医
学
家
で
あ
る
。

吉
益
東
洞
二
七
○
二
～
一
七
七
三
）
、
名
は
為
則
、
字
は
公
言
、
通
称
は
周
助
、
東
洞
は
そ
の
号
で
あ
る
。
日
本
国
広
島
の
人
。
江
戸
時
代
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徐
霊
胎
「
医
学
源

徐
霊
胎
「
間
台
規

前
掲
文
献
（
認
）

徐
霊
胎
『
慎
疾
鍔

李
経
緯
・
孫
学
威

吉
益
東
洞
「
医
断

徐
霊
胎
「
神
農
本
草
経
百
種
録
」
、
徐
大
椿
医
書
全
集
、
七
一
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八

前
掲
文
献
（
四
）
、
七
二
頁

大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
十
」
解
説
、
二
十
六
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○

村
井
琴
山
『
医
道
二
千
年
眼
目
編
」
巻
十
二
、
薬
徴
、
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
三
二
、
三
二
九
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、

吉
益
東
洞
『
薬
徴
」
、
東
洞
全
集
、
一
四
○
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

前
掲
文
献
（
閉
）
、
一
六
八
頁

前
掲
文
献
（
羽
）
、
一
九
八
頁

前
掲
文
献
（
羽
）
、
一
九
○
頁

前
掲
文
献
（
詔
）
、
二
一
七
頁

前
掲
文
献
（
岨
）
、
七
二
頁

前
掲
文
献
（
四
）
、
七
七
頁

前
掲
文
献
（
四
）
、
一
三
九
頁

前
掲
文
献
（
岨
）
、
八
二
頁

徐
霊
胎
『
医
学
源
流
論
」
、
徐
大
椿
医
書
全
集
、
一
六
八
頁
、
一
八
八
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八

徐
霊
胎
「
間
台
規
範
』
、
徐
大
椿
医
書
全
集
、
三
○
一
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八

村
井
琴
山
一
医
》

前
掲
文
献
（
３
）

中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
、
「
全
国
中
医
図
書
連
合
目
録
」
、
中
国
古
籍
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一

村
井
琴
山
「
医
道
二
千
年
眼
目
編
・
巻
十
、
類
聚
方
』
、
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
三
二
、
二
○
四
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○

『
慎
疾
鍔
言
」
徐
大
椿
医
書
全
集
、
五
五
二
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八

孫
学
威
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
・
医
家
類
及
続
編
』
、
一
○
四
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
上
海
、
一
九
九
二

旧
「
医
断
』
、
東
洞
全
集
、
四
四
八
頁
、
思
文
閻
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

一
九
八
○
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吉
益
東
洞
『
東
洞
先
生
回
答
害
」
、
東
洞
全
集
、
四
六
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

吉
益
東
洞
『
古
医
書
言
」
、
東
洞
全
集
、
一
三
八
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

前
掲
文
献
（
蛇
）
、
一
七
二
頁

前
掲
文
献
（
蛇
）
、
一
七
八
頁

前
掲
文
献
（
犯
）
、
二
○
五
頁

前
掲
文
献
（
犯
）
、
二
○
四
頁

前
掲
文
献
（
兜
）
、
一
七
三
頁

前
掲
文
献
（
鉋
）
、
二
○
七
頁

前
掲
文
献
（
犯
）
、
一
七
五
頁

前
掲
文
献
（
認
）
、
二
二
二
頁

前
掲
文
献
（
認
）
、
三
○
一
頁

前
掲
文
献
（
犯
）
、
二
○
五
頁

前
掲
文
献
（
師
）

前
掲
文
献
（
詔
）
、
四
六
三
頁

前
掲
文
献
（
師
）
、
四
四
六
頁

前
掲
文
献
（
兜
）
、
一
六
四
頁

前
掲
文
献
（
釘
）
、
四
四
五
頁

前
掲
文
献
（
犯
）
、
一
六
九
頁

前
掲
文
献
（
詔
）
、
三
○
二
頁

吉
益
東
洞
『
医
断
」
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
一
二
、
二
七
頁
、
三
三
頁
、
三
五
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○

前
掲
文
献
（
鋤
）
、
一
八
七
頁

呉
秀
三
「
東
洞
全
集
」
八
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○
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（
だ
）

山
本
厳
「
日
本
漢
方
・
古
方
に
つ
い
て
」
漢
方
研
究
、
第
八
号
、
二
八
二
頁
、
一
九
八
一

前
掲
文
献
（
犯
）
、
一
五
九
頁

前
掲
文
献
（
犯
）
、
二
二
○
頁

洪
文
卿
「
徐
氏
医
書
八
種
・
序
』
徐
氏
医
書
八
種
、
情
・
光
緒
四
年
掃
葉
山
房
刻
本
、
一
八
七
八

「
行
状
」
東
洞
全
集
、
十
四
頁
、
思
文
閻
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

前
掲
文
献
（
銘
）
、
四
七
○
頁

前
掲
文
献
（
４
）
、
二
四
五
頁

前
掲
文
献
（
認
）
、
二
四
二
頁

呉
秀
三
「
東
洞
全
集
」
、
二
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

前
掲
文
献
（
犯
）
、
四
七
○
頁

前
掲
文
献
（
“
）
、
十
七
頁

前
掲
文
献
（
“
）
、
二
九
頁

前
掲
文
献
（
調
）
、
五
四
八
頁

呉
秀
三
『
東
洞
全
集
」
三
六
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

呉
秀
三
『
東
洞
全
集
」
四
七
一
頁
、
思
文
閣
出
版
、
東
京
、
一
九
七
○

安
井
広
迪
「
京
都
の
漢
方
医
達
」
「
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』
第
五
十
巻
第
六
号
、
五
九
頁
、
二
○
○
○

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
南
京
中
医
薬
大
学
基
礎
医
学
院
）
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付
一
七
六
○
六
十
八
歳
「
陰
符
経
注
』
完
成
、
「
道
徳
経
注
」
と
一
言
を

合
成
し
、
刊
行

一
七
六
一
六
十
九
歳
奉
旨
上
京
、
大
学
士
蒋
博
を
治
療

一
’
七
六
二

一
‐
七
六
三

一
七
六
四
七
十
二
歳
『
蘭
台
軌
範
」
刊
行

一
七
五
一

一
七
五
五

一
七
五
七

一
七
五
九

七七七
四四三

七五八

一
七
二
○

一
七
二
七

一
七
三
六

一
七
三
八

七七六年
○○九代
六二三 録

徐
霊
胎
と
吉
益
東
洞
の
比
較
年
表

十
四
歳
経
学
を
習
い
、
《
易
》
理
を
究
す
る

初
め
て
《
道
徳
経
》
を
註
釈

六
十
五
歳
「
医
学
源
流
論
」
刊
行

六
十
七
歳
「
傷
寒
諭
類
方
」
刊
行

三
十
五
歳
「
難
経
経
釈
』
刊
行
、
「
道
徳
経
注
」
を
脱
稿

四
十
四
歳
「
神
農
本
草
経
百
種
録
』
刊
行

徐
霊
胎

一
歳
江
蘇
呉
江
松
陵
鎮
に
生
ま
れ
、
家
世
習
儒

六
十
一
歳

六
十
二
歳

六
十
三
歳

五
十
八
歳
「
医
断
」
門
人
の
中
西
惟
忠
に
よ
り
校
正
補
訂

し
た
後
刊
行

三
十
七
歳
安
芸
か
ら
京
都
に
移
す
、
古
医
学
を
提
唱

四
十
四
歳
御
医
の
山
脇
東
洋
に
あ
う
、
重
視
さ
れ
る

四
十
六
歳
東
洞
院
に
転
居
、
業
が
大
い
に
行
く
、
弟
子
が

日
々
増
す
。
門
人
の
鶴
元
逸
は
東
洞
の
医
説
を

輯
し
て
、
「
医
断
」
が
初
槁
に
な
っ
た

五
十
歳
初
め
て
『
類
聚
方
』

五
十
四
歳
「
方
極
」
が
編
成

十
九
歳
祖
父
の
弟
子
で
あ
る
有
津
氏
に
つ
い
て
金
創
産
科

一
歳
安
芸
の
広
島
に
生
ま
れ
、
家
世
業
医

「
類
聚
方
」
定
稿

『
建
殊
録
」
刊
行

『
方
極
」
刊
行 吉

益
東
洞
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『
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霊
胎
医
学
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」
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薬
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版
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、
一
九
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、
北
京

七
十
五
歳
『
慎
疾
認
言
」
刊
行

六
十
八
歳
『
類
聚
方
」
刊
行
、
『
医
事
或
問
」
定
槁

七
十
九
歳
十
月
二
十
五
日
奉
召
し
て
上
京
、
十
二
月
初
一
七
十
歳
「
薬
徴
」
定
槁

到
達
、
三
日
を
越
え
終

七
十
二
歳
九
月
二
十
二
日
突
然
眩
量
舌
強
失
語
、
三
日
後

終
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函 AComparativeStudyofXuLintai(徐霊胎)and

TodoYoshimasu(吉益東洞）

HUANGHuang

ThisarticleexaminesthecommonpointsandthedifferencesbetweenthebooksofXuLintai

(徐霊胎)andTodoYoshimasu(吉益東洞),famousdoctorsinJapanandChinaintheeighteenth

century.Thepurposeofthisstudyistoclarifytheprocessofhowtheirthoughtwasformed・Both

ofthemareknownfortheirintroductionofChineseherbsinclinicalmedicine.Thevadvocated

thespiritofevidenceandthethoughtofpracticeinoldmedicalscience・Thesecommonrespects

influencedthescientiflcspiritintheEastintheeighteenthcentury.Ontheotherhand,the

differencebetweentheirmedicalthoughtsderivedfromthedistinctionintheirtraditional

cultures,talents,andpersonalities.
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